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『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
神
女
の
招
請
と
対
面

　
― 
第
一
二
と
第
七
の
オ
モ
ロ
の
検
討
か
ら 

―

澤
　
井
　
真
　
代

一　
「
詞
書
き
」
か
ら
の
指
標

琉
球
王
府
の
宮
廷
儀
礼
歌
謡
集
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
は
、
全
二
二
巻
に
一
五
五
四
首
（
安
仁
屋
本
、
尚
家
本
は

一
五
五
三
首
）
の
歌
謡
「
オ
モ
ロ
」
が
収
め
ら
れ
る
。
全
二
二
巻
の
成
立
は
三
回
に
わ
た
る
編
纂
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
、
第
一
の
巻
は
一
五
三
一
年
（
嘉
靖
十
）、
第
二
の
巻
は
一
六
一
三
年
（
万
暦
四
一
）、
第
三
以
降
の
巻
は
一
六
二
三

年
（
天
啓
三
）
と
の
編
纂
年
が
記
載
さ
れ
る
が（

1
（

、
現
在
伝
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
一
七
〇
九
年
の
首
里
城
火
災
後
に
急

遽
再
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
各
巻
の
表
題
の
も
と
に
編
ま
れ
る
個
々
の
オ
モ
ロ
を

読
む
に
あ
た
っ
て
の
着
眼
点
と
し
て
は
、
各
オ
モ
ロ
に
付
さ
れ
る
「
ふ
し
名
」、
オ
モ
ロ
の
歌
形
、
冒
頭
に
謡
わ
れ
る

人
物
の
種
別
（
神
女
（
女
性
祭
司
）、
国
王
、
オ
モ
ロ
歌
唱
者
等
）、
オ
モ
ロ
に
謡
わ
れ
る
地
名
、
場
面
に
特
有
の
類
型
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的
な
表
現
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
当
該
の
オ
モ
ロ
に
出
る
用
語
の
使
わ
れ
方
は
、
他
の
オ
モ
ロ
で
と
ら
れ
る
用
語
法
と

比
べ
て
特
殊
か
否
か
、
関
連
す
る
オ
モ
ロ
が
前
後
に
排
列
さ
れ
て
い
る
か
、
巻
を
超
え
て
重
複
す
る
オ
モ
ロ
と
の
異
同

は
い
か
な
る
も
の
か
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、『
混
効
験
集
』『
女
官
御
双
紙
』『
琉
球
神
道
記
』『
久
米
島
仲
里
間
切
旧

記
』
や
碑
文
記
な
ど
他
の
史
料
の
記
述
や
、
正
書
法
に
基
づ
い
て
表
記
さ
れ
る
オ
モ
ロ
へ
の
国
語
学
・
言
語
学
か
ら
の

知
見
、
琉
球
列
島
各
地
の
方
言
及
び
民
俗
の
事
例
、
さ
ら
に
首
里
城
の
構
造
な
ど
を
参
照
し
、
オ
モ
ロ
に
謡
わ
れ
る
内

容
の
把
捉
に
向
け
て
様
々
な
事
柄
を
手
が
か
り
に
検
討
を
進
め
、
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
様
々
な
手
が
か
り
に
あ
っ
て
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
中
の
一
七
か
所
に
付
さ
れ
る
「
詞
書
き
」（
オ
モ
ロ
の

前
書
き
）
は
、
オ
モ
ロ
が
謡
わ
れ
た
時
空
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詞
書
き

に
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
当
該
の
オ
モ
ロ
が
謡
わ
れ
た
儀
礼
の
名
や
、
日
時
、
謡
い
手
な
ど
、
オ
モ
ロ
が
謡
わ
れ

た
背
景
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

嘉
靖
廿
四
年
乙
巳
の
年
君き

み

手て

摩ず

り
の
百も

ゝ

果が

報ほ
う

事こ
と

の
時
に
、
八
月
十
九
日
己

つ
ち
の
との

酉
日
の
寅と

ら

の
時
に
、
聞き

こ

得ゑ

大
君ぎ

み

の
御

前ま
へ

よ
り
給
申
候
（『
お
も
ろ
さ
う
し
』
第
一
二—
四
三
（
六
九
四
）
の
直
前
に
書
か
れ
る
詞
書
き（

2
（

）

こ
の
詞
書
き
か
ら
は
、
第
一
二
—
四
三
（
六
九
四
）
の
オ
モ
ロ
に
つ
い
て
、
嘉
靖
二
四
年
（
一
五
四
五
）
乙
巳
の
年
に

行
な
わ
れ
た
「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
と
い
う
儀
礼
の
時
、
八
月
十
九
日
（
己
の
酉
日
）
の
寅
の
時
（
午
前
四
時
頃
）
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に
、
聞
得
大
君
（
琉
球
王
国
の
神
女
組
織
の
頂
点
に
立
つ
女
性
祭
司
）
が
給
し
申
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

筆
者
は
こ
う
し
た
詞
書
き
に
記
載
さ
れ
る
儀
礼
実
施
の
日
付
け
に
着
目
し
、
実
施
日
に
よ
っ
て
オ
モ
ロ
の
表
現
上
の

特
質
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
考
察
を
行
な
っ
て
き
た
（
澤
井　

二
〇
二
一
・
二
〇
二
二
）。
す
な
わ
ち

「
君
手
摩
り
」
の
「
詞
書
き
」
が
書
か
れ
る
オ
モ
ロ
で
は
、
同
年
中
に
数
日
を
置
い
て
実
施
さ
れ
る
「
君
手
摩
り
」
儀

礼
の
「
前
段
」「
後
段
」
に
よ
っ
て
、
オ
モ
ロ
を
構
成
す
る
言
葉
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
一
方
で

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
全
巻
を
見
わ
た
す
と
、「
詞
書
き
」
が
書
か
れ
な
い
オ
モ
ロ
の
な
か
に
は
、「
君
手
摩
り
」
儀
礼

の
「
前
段
」
と
「
後
段
」
で
は
区
別
さ
れ
て
い
た
表
現
が
一
首
の
な
か
に
共
に
出
て
、
い
わ
ば
「
共
存
」
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
前
稿
で
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
第
七
の
巻
の
「
は
ひ
の
お
も
ろ
御
さ
う
し
」
に
収
載
さ
れ
る
オ
モ
ロ
に
着

目
し
て
、
表
現
の
共
存
の
問
題
の
一
端
を
検
討
し
た
が
（
澤
井　

二
〇
二
二
）、
本
稿
で
は
あ
ら
た
め
て
「
君
手
摩
り
」

儀
礼
の
「
前
段
」
の
オ
モ
ロ
、「
後
段
」
の
オ
モ
ロ
、
及
び
「
君
手
摩
り
」
の
「
前
段
」「
後
段
」
の
表
現
が
一
首
の
な

か
に
共
存
す
る
第
七
の
巻
内
の
オ
モ
ロ
を
取
り
上
げ
、
オ
モ
ロ
本
文
の
検
討
に
重
点
を
置
い
て
表
現
の
特
質
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
る
。
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二　
「
詞
書
き
」
の
記
載
—
「
年
」「
月
」
を
め
ぐ
っ
て

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
中
に
書
か
れ
る
一
七
例
の
詞
書
き
の
う
ち
、
一
五
例
は
「
君き

み

手て

摩づ

り
の
百も

ゝ

果が

報ほ
う

事こ
と

」
と
い
う
王

府
儀
礼
の
場
で
当
該
の
オ
モ
ロ
が
謡
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
前
節
に
挙
げ
た
第
一
二
—
四
三
（
六
九
四
）

の
オ
モ
ロ
に
つ
く
詞
書
き
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
と
は
、「「
き
み
」（
君
）
と
呼
ば
れ
る

身
分
の
高
い
神
女
が
、
手
を
摩
り
合
わ
せ
て
祈
り
、
国
王
の
前
途
を
予
祝
す
る
」（
池
宮
二
〇
〇
八
：
三
七
）
儀
礼
と

理
解
さ
れ
る
。「
君
手
摩
り
」
の
儀
礼
に
関
す
る
詞
書
き
の
一
五
例
の
う
ち
九
例
は
第
一
二
の
巻
「
い
ろ
〳
〵
の
あ
す

び
お
も
ろ
御
さ
う
し
」
の
後
半
に
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
記
載
さ
れ
る
。
残
り
の
六
例
の
詞
書
き
は
第
四
と
第
六
の
巻

に
入
る
。
し
か
し
、
第
四
と
第
六
の
詞
書
き
が
付
さ
れ
る
オ
モ
ロ
は
す
べ
て
第
一
二
で
「
君
手
摩
り
」
の
詞
書
き
を
付

さ
れ
る
オ
モ
ロ
と
重
複
し
て
い
る
う
え
、
第
四
と
第
六
の
詞
書
き
に
は
儀
礼
名
が
記
さ
れ
ず
、
日
付
け
の
記
載
が
第

一
二
と
一
致
し
な
い
。
一
方
で
第
一
二
の
詞
書
き
に
は
儀
礼
名
が
書
か
れ
、
儀
礼
の
日
付
け
に
加
え
て
時
刻
も
記
載
さ

れ
る
点
で
記
述
が
詳
し
い
。
さ
ら
に
第
一
二
で
は
、
巻
の
後
半
に
九
つ
の
詞
書
き
が
年
月
日
の
早
い
方
か
ら
ほ
ぼ
時
系

列
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
嘉
手
苅
千
鶴
子
は
「
君
手
摩
り
」
の
詞
書
き
を
検
討
す
る
う
え
で
第
一
二
の
詞

書
き
に
着
目
す
る
こ
と
の
妥
当
性
と
必
要
性
を
説
い
て
お
り
（
嘉
手
苅
一
九
八
八
：
二
七
八
～
二
八
〇
）、
筆
者
も
前

稿
に
引
き
続
き
、
第
一
二
の
詞
書
き
の
検
討
に
基
づ
く
考
察
を
行
な
う
。

第
一
二
の
詞
書
き
を
検
討
し
た
嘉
手
苅
は
、
た
と
え
ば
王
国
の
最
高
位
の
神
女
「
聞
得
大
君
」
の
名
で
謡
い
出
さ
れ
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る
オ
モ
ロ
に
〈
聞
得
大
君
の
御
前
よ
り
給
申
候
〉
と
の
詞
書
き
が
か
か
る
こ
と
に
着
目
し
、「
詞
書
き
を
も
つ
神
女
お

も
ろ
の
冒
頭
句
に
う
た
わ
れ
る
神
女
名
は
、
歌
唱
者
で
あ
る
神
女
の
名
告
り
で
あ
っ
た
」（
嘉
手
苅
一
九
八
八
：

三
〇
九
）
と
述
べ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
モ
ロ
は
誰
に
よ
っ
て
謡
わ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
オ
モ
ロ
の
冒
頭
に
置
か
れ
る

神
女
や
国
王
や
オ
モ
ロ
歌
唱
者
な
ど
の
人
物
名
は
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
謡
わ
れ
た
オ
モ
ロ
を
文
字
と

し
て
残
す
テ
キ
ス
ト
の
み
か
ら
は
、
厳
密
に
は
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
謡
わ
れ
た
背
景
に
言
及
す
る
詞

書
き
の
記
載
を
参
照
す
る
と
、
少
な
く
と
も
詞
書
き
の
付
く
オ
モ
ロ
に
関
し
て
は
、
冒
頭
に
置
か
れ
る
名
前
の
人
物

が
、
冒
頭
で
自
ら
を
名
告
っ
て
謡
う
と
い
う
形
を
も
つ
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
嘉
手
苅
は
、
第
一
二
の
詞
書
き
に
記
載
さ
れ
る
日
付
を
表
に
ま
と
め
て
整
理
し
（
嘉
手
苅
一
九
八
八
：
三
一
二

～
三
）、「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
が
行
な
わ
れ
た
時
機
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
従
来
、『
中
山
世
譜
』
巻
一
の

「
君
手
摩
神
者
。
天
神
也
。（
此
神
乃
國
君
登
位
承
統
。
即
一
代
一
次
出
見
。
祝
國
君
萬
歳
之
壽
。
二
七
日
詫
遊
。
至
今

相
傳
。
御
唄
者
。
乃
其
時
之
詫
宣
也
）」（
横
山
編
一
九
七
二
：
二
一
）
と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
、「
君
手
摩
り
の
百
果

報
事
」
の
実
施
の
時
機
は
国
王
の
即
位
と
深
く
関
わ
る
も
の
（
伊
波
一
九
七
五
：
一
三
一
～
二
）、
あ
る
い
は
国
王
一

代
に
一
度
行
な
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
（
平
敷
一
九
八
三
：
八
六
三
）、
オ
モ
ロ
の
詞
書
き
を

整
理
す
る
と
、「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
は
国
王
の
即
位
直
後
で
は
な
い
時
期
に
行
な
わ
れ
た
例
も
あ
れ
ば
、
国
王

一
代
に
二
度
行
な
わ
れ
た
例
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
国
王
の
即
位
を
祝
福
す
る
必
要
か
ら
の
実
施
と
い
う
理
解
の
み

で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
嘉
手
苅
一
九
八
八
：
三
一
三
）。
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さ
ら
に
嘉
手
苅
は
、「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
が
行
な
わ
れ
た
月
に
つ
い
て
、
早
い
時
期
の
二
例
を
除
い
て
七
例

が
す
べ
て
十
月
の
実
施
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
神
女
た
ち
が
勢
揃
い
し
国
王
の
た
め
に
オ
モ
ロ
を
謡
う
大
々

的
な
儀
礼
が
定
期
的
に
十
月
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）
巻
一
の
「
王
城

之
公
事
」「
十
月
」
の
記
事
に
載
っ
て
い
て
よ
い
は
ず
だ
が
、
そ
こ
に
「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
に
あ
た
る
記
録
は

見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
嘉
手
苅
は
「
君
手
摩
り
」
の
儀
礼
は
あ
く
ま
で
も
不
定
期
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
（
嘉
手
苅
一
九
八
八
：
三
二
〇
）。

「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
が
行
な
わ
れ
た
時
機
に
つ
い
て
、
小
島
瓔
禮
は
聞
得
大
君
の
任
職
し
た
直
後
の
実
施
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
第
一
二
の
巻
の
八
四
番
目
の
オ
モ
ロ
（
第
一
二
—
八
四
（
七
三
五
））
に
付
さ
れ

る
詞
書
き
に
は
、
尚
永
王
代
の
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
十
月
十
五
日
の
日
付
け
が
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
第
二

代
の
聞
得
大
君
、
梅
南
（
峯
間
聞
得
大
君
加
那
志
）
が
一
五
七
七
年
九
月
二
十
七
日
に
没
し
た
翌
年
で
、
第
三
代
の
聞

得
大
君
、
尚
元
王
妃
の
梅
岳
（
真
和
志
聞
得
大
君
）
が
任
職
し
た
直
後
」（
小
島
二
〇
〇
〇
：
一
五
九
）
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
る
。
同
様
に
第
一
二
—
八
九
（
七
四
〇
）
の
オ
モ
ロ
に
付
さ
れ
る
詞
書
き
中
の
「
君
手
摩
り
」
儀
礼
の
日
付
け

で
あ
る
、
尚
寧
王
代
の
万
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
も
、
聞
得
大
君
の
「
先
代
の
梅
岳
が
一
六
〇
五
年
に
没
し
た
二

年
後
で
、
次
の
第
四
代
の
聞
得
大
君
、
尚
永
王
の
次
女
の
月
嶺
の
任
職
直
後
」（
小
島
二
〇
〇
〇
：
一
五
九
）
の
時
機

に
あ
た
る
と
い
う
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
小
山
和
行
は
、
歴
代
の
聞
得
大
君
の
生
没
年
と
先
代
へ
の
服
喪
期
間
を
家
譜
資
料
な
ど
か
ら
割
り
出
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し
、
聞
得
大
君
の
任
職
の
時
期
を
整
理
し
、
第
一
二
の
巻
内
の
詞
書
き
に
記
さ
れ
る
「
君
手
摩
り
」
儀
礼
の
実
施
の
時

機
に
つ
い
て
、
代
々
の
聞
得
大
君
の
任
職
の
直
後
で
あ
る
こ
と
が
確
か
ら
し
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
小
山

一
九
九
二
：
三
二
〇
～
三
二
二
）。
さ
ら
に
伊
從
勉
も
『
女
官
御
双
紙
』『
王
代
記
』
と
家
譜
資
料
か
ら
王
族
神
女
の
就

任
時
期
を
特
定
し
、「
君
手
摩
り
」
儀
礼
の
実
施
時
期
と
照
合
し
て
、「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
を
「
新
任
の
王
族
神

女
が
国
王
に
王
国
を
統
治
す
る
霊
力
を
献
上
し
王
位
を
祝
福
す
る
一
連
の
儀
礼
の
最
終
ス
テ
ッ
プ
」
と
し
て
い
る
（
伊

從
二
〇
一
一
：
一
一
）。

以
上
よ
り
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
第
一
二
の
巻
の
詞
書
き
に
記
さ
れ
る
「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
の
実
施
日
、
実

施
の
時
機
と
は
、
最
高
位
の
神
女
聞
得
大
君
を
は
じ
め
と
す
る
、
王
府
の
高
級
神
女
の
就
任
の
時
機
に
連
動
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
儀
礼
は
新
任
の
神
女
を
祝
福
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

「
新
し
く
生
ま
れ
た
神
女
の
強
い
霊
力
で
王
の
霊
的
な
力
を
強
化
す
る
」（
池
宮
二
〇
〇
八
：
三
七
）
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

三　
「
詞
書
き
」
の
「
日
」
の
前
・
後

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
中
の
詞
書
き
に
記
載
さ
れ
る
「
君
手
摩
り
」
儀
礼
実
施

の
日
付
け
を
め
ぐ
っ
て
、「
年
」「
月
」
へ
の
着
目
か
ら
、「
君
手
摩
り
」
の
儀
礼
は
不
定
期
の
年
度
に
行
な
わ
れ
た
こ
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と
、
実
施
は
十
月
が
多
い
こ
と
、
国
王
の
即
位
に
合
わ
せ
て
一
代
に
一
度
実
施
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
聞
得
大

君
や
高
級
神
女
が
就
任
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま

え
な
が
ら
本
研
究
で
は
、
詞
書
き
に
記
載
さ
れ
る
日
に
ち
に
着
目
す
る
。
次
の
「
表
1
」
で
は
、
第
一
二
の
巻
内
の
詞

書
き
に
書
か
れ
る
日
付
け
の
早
い
も
の
か
ら
順
に
オ
モ
ロ
の
番
号
を
並
べ
て
い
る
。
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
君
手

摩
り
の
百
果
報
事
は
萬
暦
十
五
年
（
一
五
八
七
）
を
除
い
て
同
じ
年
に
二
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、「
表
1
」

で
は
同
年
で
日
付
の
早
い
方
を
「
前
段
」、
遅
い
方
を
「
後
段
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
モ
ロ
の
謡
い
出
し
の
神
女
名

を
記
載
し
て
い
る
。

表
中
、
④
・
⑦
・
⑨
・
⑫
・
⑬
・
⑮
・
⑯
の
オ
モ
ロ
の
直
前
に
は
詞
書
き
は
無
い
が
、
こ
れ
ら
の
オ
モ
ロ
に
は
一
～

数
首
前
の
オ
モ
ロ
の
直
前
に
置
か
れ
る
詞
書
き
の
内
容
が
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
詞
書
き
に
書
か
れ

る
日
付
と
時
刻
」
を
括
弧
に
入
れ
て
示
し
て
い
る
。

④
第
一
二
—
八
三
（
七
三
四
）
は
、
③
第
一
二
—
八
二
（
七
三
三
）
の
直
前
の
詞
書
き
に
書
か
れ
る
「
君
加
那
志
の

み
御
前
よ
り
給
申
候
」
を
受
け
た
、
神
女
「
君
加
那
志
」
の
オ
モ
ロ
と
考
え
ら
れ
る
。
③
も
「
君
加
那
志
」
を
謡
い
出

し
と
す
る
オ
モ
ロ
で
あ
り
、「
君
加
那
志
」
の
オ
モ
ロ
が
二
首
並
ん
で
い
る
。「
煽
り
や
へ
」
を
謡
い
出
し
と
す
る
⑦
第

一
二
—
八
五
（
七
三
六
）
は
、
⑥
第
一
二
—
八
四
（
七
三
四
）
の
直
前
に
置
か
れ
る
詞
書
き
「
聞
得
大
君
の
み
御
前
、

煽
り
や
へ
の
み
御
前
よ
り
給
申
候
」
を
受
け
た
オ
モ
ロ
、「
首
里
大
君
」
を
謡
い
出
し
と
す
る
⑨
第
一
二
—
八
七

（
七
三
八
）
は
、
⑧
第
一
二
—
八
六
（
七
三
七
）
の
直
前
に
置
か
れ
る
詞
書
き
の
「
差
笠
の
み
御
前
、
首
里
大
君
の
御
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前
よ
り
給
申
候
」
を
受
け
た
オ
モ
ロ
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
第
一
二
—
九
〇
（
七
四
一
）
の
謡
い
出
し
の
「
大
君
」
は
聞
得
大
君
と
考
え
ら
れ
、
⑪
第
一
二
—
八
九

（
七
四
〇
）
の
直
前
に
置
か
れ
る
詞
書
き
の
「
聞
得
大
君
の
み
御
前
よ
り
給
申
候
」
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
詞
書
き
に
「
煽
り
や
へ
」
へ
の
言
及
が
無
い
た
め
、
⑬
第
一
二
—
九
一
（
七
四
二
）
の
位
置
づ
け
が
問
題
に
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
嘉
手
苅
千
鶴
子
は
、
オ
モ
ロ
の
排
列
に
留
意
し
て
「
こ
の
一
首
だ
け
が
ま
わ
り
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と

は
考
え
が
た
い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
（
嘉
手
苅
一
九
八
八
：
三
一
三
）、
⑬
第
一
二
—
九
一
（
七
四
二
）
を
含
め
る

と
、
前
後
の
オ
モ
ロ
に
謡
わ
れ
る
神
女
の
メ
ン
バ
ー
が
萬
暦
六
及
び
十
五
年
の
尚
永
王
代
の
「
君
手
摩
り
の
百
果
報

事
」
の
メ
ン
バ
ー
と
全
く
同
じ
に
な
る
こ
と
か
ら
（
嘉
手
苅
一
九
八
八
：
三
一
三
）、
第
一
二
—
九
一
（
七
四
二
）
も

「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
の
オ
モ
ロ
と
み
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
の
見
解
に
し
た
が
う
。

「
首
里
大
君
」
の
名
で
謡
い
出
さ
れ
る
⑮
第
一
二
—
九
三
（
七
四
四
）、
精
ん
君
の
名
で
謡
い
出
さ
れ
る
⑯
第
一
二
—

九
四
（
七
四
五
）
に
は
、
⑭
第
一
二
—
九
二
（
七
四
三
）
の
直
前
の
詞
書
き
の
「
差
笠
の
み
御
前
、
首
里
大
君
の
み
御

前
、
精
ん
君
の
み
御
前
よ
り
給
申
候
」
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。

詞
書
き
に
記
さ
れ
る
日
付
け
の
順
に
オ
モ
ロ
を
並
べ
た
「
表
1
」
か
ら
は
、
歌
番
号
と
し
て
は
先
に
置
か
れ
る
⑤
第

一
二
—
八
一
（
七
三
一
）
の
オ
モ
ロ
よ
り
も
、
③
第
一
二
—
八
二
（
七
三
三
）、
④
第
一
二
—
八
三
（
七
三
四
）
の
オ

モ
ロ
の
ほ
う
が
早
い
日
付
け
の
「
前
段
」
で
謡
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
⑤
第
一
二
—
八
一
（
七
三
一
）
が

聞
得
大
君
の
オ
モ
ロ
だ
か
ら
で
あ
り
、
⑤
は
「
後
段
」
の
日
付
け
の
詞
書
き
が
つ
く
オ
モ
ロ
で
あ
り
な
が
ら
、
神
女
の
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な
か
で
最
高
位
と
い
う
聞
得
大
君
の
地
位
へ
の
留
意
か
ら
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
第
一
二
の
巻
の
な
か
で
嘉
靖
廿
八
年

（
一
五
四
九
）
の
「
君
手
摩
り
」
儀
礼
の
オ
モ
ロ
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
嘉
手
苅
一
九
八
八
：

三
〇
九
）。
な
お
、
尚
永
王
代
・
尚
寧
王
代
の
「
君
手
摩
り
」
儀
礼
の
オ
モ
ロ
（
⑥
～
⑩
、
⑪
～
⑯
）
に
あ
ら
わ
れ
る

五
人
の
高
級
神
女
の
「
聞
得
大
君
」「
煽
り
や
へ
」「
差
笠
」「
首
里
大
君
」「
精
ん
君
」
と
い
う
順
序
は
、『
お
も
ろ
さ

う
し
』
の
巻
の
順
序
（
第
一
・
三
の
巻
名
に
「
聞
得
大
君
」、
第
四
の
巻
名
に
「
煽
り
や
へ
・
差
笠
」、
第
六
の
巻
名
に

「
首
里
大
君
・
精
ん
君
・
君
加
那
志
・
百
度
踏
み
揚
が
り
・
君
の
頂
」）
に
み
ら
れ
る
神
女
の
順
序
と
一
致
す
る
と
と
も

に
、『
女
官
御
双
紙
』
の
下
巻
に
記
載
さ
れ
る
高
級
神
女
（「
三
十
三
君
」）
の
順
序
と
も
一
致
す
る
（
嘉
手
苅

一
九
八
八
：
三
〇
九
～
三
一
〇
）（

3
（

。

表
1　
「
君
手
摩
り
」
儀
礼
の
「
前
段
」「
後
段
」

前
段
：
前
の
日
付
け
・
後
段
：

後
の
日
付
け
の
別
。
謡
い
出
し

の
神
女
名
。

オ
モ
ロ
の
番
号

詞
書
き
に
書
か
れ
る
日
付
と
時
刻
、
関
係
す
る
国
王

①

前
段　

聞
得
大
君

一
二—

四
三
（
六
九
四
）

嘉
靖
廿
四
年
（
一
五
四
五
）
八
月
十
九
日

　

寅
の
時
（
午
前
四
時
）、
尚
清

②

後
段　

聞
得
大
君

一
二—

四
四
（
六
九
五
）

嘉
靖
廿
四
年
（
一
五
四
五
）
八
月
廿
五
日

　

午
の
時
（
正
午
）、
尚
清

③

前
段　

君
加
那
志

一
二—

八
二
（
七
三
三
）

嘉
靖
廿
八
年
（
一
五
四
九
）
十
月
十
三
日

　

午
の
時
（
正
午
）、
尚
清
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④

前
段　

君
加
那
志

一
二—

八
三
（
七
三
四
）

（
嘉
靖
廿
八
年
（
一
五
四
九
）
十
月
十
三
日

　

午
の
時
（
正
午
））
尚
清

⑤

後
段　

聞
得
大
君

一
二—

八
一
（
七
三
一
）

嘉
靖
廿
八
年
（
一
五
四
九
）
十
月
廿
一
日

　

時
刻
の
記
載
無
、
尚
清

⑥

前
段　

聞
得
大
君

一
二—

八
四
（
七
三
五
）

萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
十
月
十
五
日

　

 

時
刻
の
記
載
無
【
第
三
代
聞
得
大
君
梅
岳
の
就
任
に

関
係
す
る
か
】、
尚
永

⑦

前
段　

煽
り
や
へ

一
二—

八
五
（
七
三
六
）

（
萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
十
月
十
五
日

　

時
刻
の
記
載
無
）、
尚
永

⑧

後
段　

差
笠

一
二—

八
六
（
七
三
七
）

萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
十
月
十
九
日

　

時
刻
の
記
載
無
、
尚
永

⑨

後
段　

首
里
大
君

一
二—

八
七
（
七
三
八
）

（
萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
十
月
十
九
日

　

時
刻
の
記
載
無
）、
尚
永

⑩

前
段　

精
ん
君

一
二—

八
八
（
七
三
九
）

萬
暦
十
五
年
（
一
五
八
七
）
十
月
十
八
日

　

申
が
時
（
午
後
四
時
）、
尚
永

⑪

前
段　

聞
得
大
君

一
二—
八
九
（
七
四
〇
）

萬
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
十
月
十
日

　

 

丑
の
時
（
午
前
二
時
）【
第
四
代
聞
得
大
君
月
嶺
の

就
任
に
関
係
す
る
か
】、
尚
寧

⑫

前
段　

大
君

一
二—

九
〇
（
七
四
一
）

（
萬
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
十
月
十
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
））、
尚
寧

⑬

前
段　

煽
り
や
へ

一
二—

九
一
（
七
四
二
）

（
萬
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
十
月
十
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
））、
尚
寧

⑭

後
段　

差
笠

一
二—

九
二
（
七
四
三
）

萬
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
十
月
十
五
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
）、
尚
寧
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⑮

後
段　

首
里
大
君

一
二—

九
三
（
七
四
四
）

（
萬
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
十
月
十
五
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
））、
尚
寧

⑯

後
段　

精
ん
君

一
二—

九
四
（
七
四
五
）

（
萬
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
十
月
十
五
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
））、
尚
寧

四　

君
手
摩
り
の
百
果
報
事
「
前
段
」「
後
段
」
の
表
現

①　
「
前
段
」
の
表
現
—
神
女
の
招
請

「
表
1
」
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
同
年
中
に
数
日
を
空
け
て
「
前
段
」
と
「
後
段
」
の
二
回
に
わ
た
り
行
な
わ
れ
た

「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
に
つ
い
て
、
各
段
で
謡
わ
れ
た
オ
モ
ロ
を
読
む
と
、
前
・
後
段
に
表
現
上
の
明
ら
か
な
違

い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
澤
井
二
〇
二
一
・
二
〇
二
二
）。
筆
者
は
こ
の
こ
と
に
着
目
し
、
前
稿
で
は
「
君
手
摩
り
」

の
詞
書
き
の
か
か
る
オ
モ
ロ
の
全
文
を
挙
げ
て
前
段
と
後
段
の
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
表
現
を
指
摘
す
る
表
を
提
示
し
た

（
澤
井
二
〇
二
二
：
六
九
～
七
三
）（

4
（

。
本
稿
で
は
、
オ
モ
ロ
の
本
文
へ
の
具
体
的
な
検
討
か
ら
、
前
段
・
後
段
の
そ
れ
ぞ

れ
の
オ
モ
ロ
の
表
現
の
特
色
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
前
段
の
オ
モ
ロ
で
は
、「
君
手
摩
り
」
の
儀
礼
を
行
な
う
こ
と
に
向
け
た
準
備
が
謡
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
く
に
第
一
二
—
四
三
（
六
九
四
）
や
第
一
二
—
八
九
（
七
四
〇
）
に
謡
わ
れ
る
よ
う
に
、
神
女
を
集
め
、
男
性
官
人

を
揃
え
、
長
い
間
行
な
わ
れ
て
い
な
い
「
君
手
摩
り
」
の
儀
礼
を
行
な
い
た
い
と
の
旨
を
国
王
が
「
御
言
」
と
し
て
示

す
こ
と
が
（
島
村　

二
〇
一
二
：
六
九
）、
前
段
の
表
現
上
の
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
第
一
二
—
四
三
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（
六
九
四
）
の
オ
モ
ロ
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

5
（

。

一
二
―
四
三
（
六
九
四
）　

お
し
か
け
が
節ふ

し

一　

聞き
こ

得ゑ

大
君ぎ

み

ぎ
や 

一　

聞
得
大
君
（
の
神
霊
）
が

　
　

末す
へ

選ゑ
ら

び
や
り　

降お

れ
わ
ち
へ 

　
　

末
裔
を
選
ん
で
降
り
て

　
　
〔
按あ

ん

司じ

襲お
そ

い
し
ゆ　

君き
み

ぎ
や
せ
ぢ　

持も

ち
よ
わ
れ
〕 　
　
〔
国
王
こ
そ
は
神
女
の
セ
ヂ
（
霊
力
）
を
持
ち
た
ま
え
〕

又　

鳴と

響よ

む
精せ

高だ
か

子こ

が 

又　

名
高
い
精
高
子
（
の
神
霊
）
が

　
　

真ま

末せ

願ね
が

て　

降お

れ
わ
ち
へ 

　
　

真
の
末
裔
を
願
っ
て
降
り
て

又　

い
け
な
君き

み　

揃そ
ろ

へ
て　

成な

り
子き

よ

神か
み　

集あ
と

へ
て 

又　

い
け
な
君
を
揃
え
て　

成
り
子
神
を
集
め
て

又　

年と
し　

八
年と

せ　

成な

る
ぎ
や
め 

又　

年
が
八
年
に
な
る
ま
で

　
　

お
ぼ
つ
嶽た

け　

お
き
や
つ
め 

　
　

お
ぼ
つ
嶽　

お
掴
ま
え

 
　
　
（
お
ぼ
つ
嶽
の
神
の
守
護
を
受
け
）

又　

吉ゑ

日か　

八
年と

せ　

成な

る
ぎ
や
め 
又　

吉
日
が
八
年
に
な
る
ま
で

　
　

か
ぐ
ら
嶽　

お
き
（
や
）
つ
め（

6
（

 

　
　

か
ぐ
ら
嶽　

お
掴
ま
え

 

　
　
（
か
ぐ
ら
嶽
の
神
の
守
護
を
受
け
）
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又　

按あ
ん

司じ

襲お
そ

い
が
御お

言こ
と 

又　

国
王
の
御
言
葉
は

　
　

君き
み

手て

摩づ

り　

間ま

遠と

さ 

　
　

君
手
摩
り
が
長
い
間
な
い

又　

王わ
う

に
せ
が
御お

言こ
と 

又　

王
に
せ
の
御
言
葉
は

　
　

見み

物も
の

遊あ
す

び　

間ま

遠と

さ 

　
　

見
事
な
神
遊
び
が
長
い
間
な
い

又　

大
こ
ろ
達た　

揃そ
ろ

へ
て 

又　

大
こ
ろ
達
（
高
官
）
を
揃
え
て

　
　

守も

り
合や

へ
子こ

達た　

集あ
と

へ
て 

　
　

も
り
や
へ
子
達
（
高
官
）
を
集
め
て

又　

君き
み

い
き
よ
い　

こ
の
め 

又　

神
女
の
招
請
を
計
ら
え

　
　

主ぬ
し

使つ
か

い　

こ
の
め 

　
　

神
（
神
女
）
の
招
待
を
計
ら
え

又　

使つ
か

い
て
　ゝ

よ
知し

ら
れ 

又　

王
の
招
請
だ
と
申
し
上
げ
よ

　
　

御お

言こ
と

て
　ゝ

よ
知し

ら
れ 

　
　

王
の
御
言
葉
（
命
令
）
だ
と
申
し
上
げ
よ

又　

赤あ
か

口ぐ
ち
やが　

結よ

い
付つ

き 

又　

赤
口
（
火
の
神
）
が
と
り
結
ん
で

　
　

お
ぼ
つ
嶽た

け　

鳴と

響よ

で 

　
　

お
ぼ
つ
嶽
が
轟
い
て

又　

按あ
ん

司じ

襲お
そ

い
が
御お

言こ
と　

大
君き

み

に
撓し

な

て 

又　

国
王
の
御
言
葉
は　

大
君
神
女
と
調
和
し
て

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
が
新
た
な
聞
得
大
君
の
就
任
に
際
し
て
の
儀
礼
で

あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
オ
モ
ロ
の
第
一
節
は
、
代
々
の
聞
得
大
君
に
就
任
し
た
神
女
に
降
り
る
聞
得
大
君
の
神
霊
が
、
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新
た
な
「
末
裔
」
と
な
っ
た
神
女
（
聞
得
大
君
）
の
身
体
を
選
ん
で
天
上
世
界
か
ら
降
り
る
こ
と
を
謡
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
本
オ
モ
ロ
で
は
、
第
三
節
で
「
い
け
な
君
」「
成
り
子
神
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
ら
と
と

も
に
オ
モ
ロ
に
し
ば
し
ば
謡
わ
れ
る
「
さ
し
ふ
」「
む
つ
き
」
と
い
う
言
葉
は
、
神
霊
が
降
り
る
先
の
女
性
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
。
仲
原
善
忠
は
こ
れ
ら
の
言
葉
を
検
討
し
、
オ
モ
ロ
に
お
け
る
神
女
と
神
霊
の
関
係
に
つ
い
て
、「
地
上

の
神
女
た
ち
は
、
天
上
の
神
々
の
サ
シ
ブ
（
対
語
ム
ツ
キ
）
で
、
彼
女
等
は
神
の
サ
シ
ブ
で
あ
る
と
同
時
に
ナ
リ
キ
ヨ

（
対
語
イ
ケ
ナ
）
と
も
い
う
」
と
述
べ
、「
サ
シ
ブ
」
と
は
、「
神
の
指
名
を
う
け
た
人
の
意
味
か
」
と
し
、「
ム
ツ
キ
」

と
は
「
物
つ
き
、
君
真
物
の
よ
う
な
物
が
つ
く
人
の
意
か
」
と
し
、「
ナ
リ
キ
ヨ
（
対
語
イ
ケ
ナ
）」
は
、「
世
界
な
り
」

と
い
う
オ
モ
ロ
の
「
聞
書
」（
原
注
）
を
ふ
ま
え
て
「
現
世
の
人
の
意
、
神
に
な
る
（
成
る
か
、
化
る
か
）
人
」、「
イ

ケ
ナ
キ
ヨ
が
、
こ
の
世
界
の
人
、
生
身
の
人
」
と
述
べ
て
お
り
（
仲
原　

一
九
五
七
：
九
三
）、
参
考
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、「
神
の
指
名
」
を
受
け
る
サ
シ
ブ
、
神
霊
が
つ
く
よ
う
な
ム
ツ
キ
と
し
て
の
、
地
上
で
神
霊
を
受
け
る
器
と
し

て
の
神
女
に
、
天
上
か
ら
神
霊
が
降
り
る
と
、
神
女
は
地
上
、
現
世
に
お
い
て
、
生
身
の
人
な
が
ら
神
霊
そ
の
も
の
と

な
り
、
そ
れ
が
イ
ケ
ナ
、
ナ
リ
キ
ヨ
と
呼
ば
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
島
村
幸
一
も
『
混
効
験
集
』
と
オ
モ
ロ
の

「
聞
書
」
を
ふ
ま
え
て
、「「
い
け
な
」
は
さ
し
ふ
・
む
つ
き
に
君
々
の
神
霊
が
憑
い
た
神
女
達
（
君
や
さ
し
ふ
等
）
が
、

人
々
の
前
に
現
れ
た
状
態
を
意
味
し
た
語
だ
と
考
え
ら
れ
る
」（
島
村　

二
〇
一
二
：
六
七
）
と
述
べ
て
い
る
。

第
二
節
で
は
、「
聞
得
大
君
」
を
「
鳴
響
む
精
高
子
」
と
、「
末
選
び
や
り
」
を
「
真
末
願
て
」
と
言
い
換
え
て
謡

い
、
第
一
節
と
と
も
に
二
節
で
対
句
を
つ
く
っ
て
い
る
。
括
弧
（〔　

〕）
に
入
れ
て
示
し
て
い
る
、
各
節
で
繰
り
返
さ



278

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
反
復
部
で
は
、
国
王
こ
そ
が
、
神
女
か
ら
の
霊
力
（「
セ
ヂ
」）
を
手
に
す
る
こ
と
が
謡
わ
れ
る
。

第
三
節
の
「
い
け
な
君
」「
成
り
子
神
」
は
、
先
の
仲
原
善
忠
・
島
村
幸
一
の
解
釈
を
参
照
す
る
と
、
聞
得
大
君
の

神
霊
を
受
け
て
神
霊
そ
の
も
の
と
な
っ
て
こ
の
世
界
に
現
わ
れ
て
い
る
神
女
の
こ
と
を
言
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注
意

を
引
か
れ
る
点
は
、「
い
け
な
（
君
）」「
な
り
き
よ
（
神
）」
と
い
う
言
葉
が
、「
君
手
摩
り
」
の
前
段
の
オ
モ
ロ
の
み

に
出
て
、
後
段
の
オ
モ
ロ
に
は
出
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
神
霊
を
受
け
た
神
女
が
神
霊
そ

の
も
の
と
し
て
現
実
世
界
に
揃
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
が
、
儀
礼
の
準
備
を
謡
う
前
段
に
必
要
な
要
素
と
し
て
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
オ
モ
ロ
で
「
い
け
な
」
に
「
君
」
が
つ
く
の
は
、
謡
い
出
し
が
神
女
の
最
高
位
に
あ
る

聞
得
大
君
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
（
島
村　

二
〇
一
二
：
六
七
）、
聞
得
大
君
以
外
の
神
女
の
オ
モ
ロ
で
は
、「
い
け

な
」
と
な
る
こ
と
が
多
い（

7
（

。

第
四
・
五
節
の
「
又 

年　

八
年　

成
る
ぎ
や
め　

お
ぼ
つ
嶽　

お
き
や
つ
め　

又 

吉
日　

八
年　

成
る
ぎ
や
め　

か
ぐ
ら
嶽　

お
き
（
や
）
つ
め
」
の
部
分
と
、
第
六
・
七
節
の
「
又 

按
司
襲
い
が
御
言　

君
手
摩
り　

間
遠
さ　

又 

王
に
せ
が
御
言　

見
物
遊
び　

間
遠
さ
」
の
部
分
は
、
本
オ
モ
ロ
の
場
合
は
「
お
ぼ
つ
嶽　

お
き
や
つ
め
」
の
意
味
が

と
り
難
い
も
の
の
、
八
年
に
も
な
る
ま
で
「
君
手
摩
り
」
の
儀
礼
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
、
前

段
に
特
色
深
い
詞
章
の
一
つ
で
あ
り
、「
君
手
摩
り
」
が
長
い
間
な
い
の
で
行
な
お
う
と
い
う
国
王
の
「
御
言
葉
」
が

示
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。「
君
手
摩
り
」
を
待
ち
わ
び
る
よ
う
な
こ
の
一
連
の
表
現
も
、「
い
け
な
」
と
同
様
、「
君
手

摩
り
」
後
段
の
オ
モ
ロ
に
は
出
ず
、
前
段
の
み
に
出
る
。
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な
お
、「
お
き
や
つ
め
」
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
辞
典
・
総
索
引
』
で
「
未
詳
語
。
隠
し
と
じ
こ
め
て
お
く
こ
と
か
」

（
仲
原
・
外
間　

一
九
六
七
：
七
〇
）
と
さ
れ
る
が
、
池
宮
正
治
は
よ
り
踏
み
込
ん
で
、「「
お
き
や
つ
め
」
と
い
う
語

は
元
の
形
に
直
す
と
「
お
か
つ
み
」
ま
た
「
お
か
つ
め
」
で
、「
お
」
は
接
頭
語
、「
か
つ
め
」
は
神
が
掴
む
と
い
う
意

の
敬
語
で
あ
る
。
神
の
加
護
を
受
け
る
こ
と
を
言
い
、
現
在
で
も
ユ
タ
な
ど
が
「
ウ
カ
チ
ミ
」
と
い
っ
て
残
り
、
使
っ

て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
」（
池
宮　

二
〇
〇
八
：
四
〇
）
と
い
う
語
釈
を
提
示
し
て
い
る
。『
沖
縄
語
辞
典
』
に
は

「ʔukaçim
i（

ウ
カ
ツ
ィ
ミ
）　

特
定
の
仏
が
特
定
の
人
の
運
命
を
加
護
し
、
左
右
し
て
い
る
こ
と
。
お
つ
か
ま
え
の
意
。

人
の
生
年
の
十
二
支
の
別
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
仏
が
異
な
る
。
た
と
え
ば
寅
年
の
人
のʔukaçim

i

は
円
覚
寺
の
仏
、
子

の
年
の
人
の
そ
れ
は
観
音
堂
の
仏
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、ʔugaɴ

（
祈
願
）
を
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ukaçim
i

の
寺
院
へ
行
く
」（
国
立
国
語
研
究
所
編　

二
〇
〇
一
：
五
四
九
）
と
書
か
れ
て
お
り
、
特
定
の
属
性
を
持

つ
人
に
対
し
て
特
定
の
神
が
加
護
す
る
こ
と
を
「
お
掴
ま
え
」
と
言
う
よ
う
で
あ
る
。「
お
ぼ
つ
嶽
」「
か
ぐ
ら
嶽
」
は

首
里
王
府
の
「
お
掴
ま
え
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

男
性
官
人
を
揃
え
、
集
め
て
、
神
女
の
招
請
を
計
ら
え
と
謡
う
第
八
・
九
節
の
「
又 

大
こ
ろ
達　

揃
へ
て　

守
り
合

へ
子
達　

集
へ
て　

又 

君
い
き
よ
い　

こ
の
め　

主
使
い　

こ
の
め
」
も
、「
君
手
摩
り
」
の
前
段
に
固
有
の
表
現
と

言
え
る
。
第
四
節
か
ら
第
九
節
ま
で
の
表
現
と
同
様
の
表
現
は
第
一
二
—
八
九
（
七
四
〇
）
に
も
、「
又 

年　

八
年　

成
る
ぎ
や
め　

吉
日　

八
年　

成
る
ぎ
や
め　

又 

君
手
摩
り　

間
遠
さ　

見
物
遊
び　

間
遠
さ　

又 

大
こ
ろ
達　

集

へ
て　

も
り
や
へ
子
達　

揃
へ
て　

又 

君
い
き
よ
い　

実
に　

有
れ　

神
使
い　

だ
に　

有
れ
」（
島
村　
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二
〇
一
二
：
六
三
）
と
謡
わ
れ
て
お
り
、
島
村
幸
一
は
こ
の
一
連
の
表
現
を
、
二
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
る
儀
礼
の

う
ち
「
最
初
の
「
君
手
擦
り
」」
で
謡
わ
れ
る
も
の
と
し
て
着
目
し
た
う
え
で
、「「
君
手
擦
り
」
を
行
う
国
王
の
「
御

事
（
御
言
葉
・
御
命
令
）」
を
示
し
て
始
ま
る
神
迎
え
の
表
現
、
男
性
が
祭
り
の
準
備
を
し
て
神
（
神
女
）
を
招
く
と

い
う
祭
祀
の
叙
事
と
理
解
で
き
る
表
現
」
と
述
べ
て
い
る
（
島
村　

二
〇
一
二
：
六
九
）。

第
一
〇
・
一
一
・
一
二
節
で
は
、「
君
手
摩
り
」
の
実
施
を
望
む
国
王
の
「
御
言
葉
」
が
、「
火
の
神
」
を
介
し
て
お
ぼ

つ
嶽
に
届
き
、
お
ぼ
つ
嶽
に
居
る
聞
得
大
君
の
霊
格
に
も
届
く
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
儀
礼
の
実
施
に
向
け
て
国
王
と
聞

得
大
君
の
意
識
が
調
和
す
る
こ
と
が
謡
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
王
の
言
葉
が
火
の
神
を
媒
介
と
し
て
、
火
の

神
に
「
結
び
付
い
て
」
神
女
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
謡
う
こ
の
部
分
の
表
現
も
、
第
一
二
—
八
九
（
七
四
〇
）
と
類
似

し
て
い
る
（「
又 

赤
口
が　

結
い
付
き　

て
だ
神
達　

鳴
響
で　

又 

照
る
か
は
む　

誇
て　

い
ち
ろ
子
む　

誇
て
」

（
島
村　

二
〇
一
二
：
六
三
～
六
四
） 
）。

以
上
、「
君
手
摩
り
」
の
「
前
段
」
の
オ
モ
ロ
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
行
な
わ
れ
て
い
な
い
「
君
手
摩
り
」
が
待
ち

遠
し
い
と
い
う
国
王
の
「
御
言
（
言
葉
）」
を
受
け
て
、
男
性
官
人
が
集
め
ら
れ
神
女
の
招
請
が
計
画
さ
れ
る
と
い
う
、

儀
礼
の
準
備
を
叙
述
す
る
表
現
を
、「
後
段
」
の
オ
モ
ロ
に
対
す
る
特
色
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　
「
後
段
」
の
表
現
—
神
女
の
対
面

「
君
手
摩
り
」「
後
段
」
の
オ
モ
ロ
の
表
現
上
の
特
色
は
、「
あ
ま
こ 
合
わ
ち
へ　

拝
ま　

御
顔 

合
わ
ち
へ　

手
摩
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ら
」（
第
一
二
—
四
四
（
六
九
五
））、「
又 

よ
か
七
日
遊
で　

あ
ま
こ
合
わ
ち
へ
か
ら
は　

又 

吉
日
七
日
遊
で　

御
顔

合
わ
ち
へ
か
ら
は
」（
第
一
二
—
八
一
（
七
三
二
））、「
又 

聞
得
大
君
ぢ
よ　

十
声　

遣
り
〔
交
わ
ち
へ
〕　

又 

鳴
響

む
精
高
子
と　

ゑ
り
ち
よ　

遣
り
交
わ
ち
へ
」（
第
一
二
—
八
六
（
七
三
七
））
と
い
う
、
神
女
の
「
対
面
」
が
謡
わ
れ

る
点
に
あ
る（

8
（

。

一
二—

四
四
（
六
九
五
）　

か
ぐ
ら
と
よ
で
が
節ふ

し

一　

聞き
こ

得ゑ

大
君ぎ

み

ぎ
や　

鳴と

響よ

む
精せ

高だ
か

子こ

が

　
　

〔
さ
し
ふ　

降お

れ
直な

お

ち
へ
〕

又　

お
ぼ
つ
吉ゑ

日か　

取と

り
よ
わ
ち
へ　

大だ

島し
ま

き
ら　

直な
お

ち
へ

又　

か
ぐ
ら
吉ゑ

日か　

取と

り
よ
わ
ち
へ　

た
き
よ
り
き
ら　

直な
お

ち
へ

又　

按あ
ん

司じ

襲お
そ

い
が
御お

言こ
と　

王わ
う

に
せ
が
御お

言こ
と

又　

大
き
み
は
宣の

立だ

て
　ゝ

君き
み

々ぎ
み

は
宣の

立だ

て
ゝ

又　

あ
ま
こ　

合あ

わ
ち
へ　

拝お
が

ま　

御み
か
お
う
あ

顔
合
わ
ち
へ　

手て

摩づ

ら

又　

赤あ
か

口ぐ
ち
やか　

結よ

い
付つ

こ　

せ
ら
ち
へ
ん
に　

鳴と

響よ

で

又　

げ
ら
へ
大お

ほ

こ
ろ
達た　

按あ
ん

司じ

襲お
そ

い
に　

よ
知し

ら
れ
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又　

君き
み

々ぎ
み

も
誇ほ

こ

て　

主ぬ
し

々ぬ
し

も
誇ほ

こ

て

第
一
二
—
四
四
（
六
九
五
）
は
、
前
節
で
挙
げ
た
第
一
二
—
四
三
（
六
九
四
）
が
謡
わ
れ
る
「
前
段
」
の
六
日
後
の

「
後
段
」
で
謡
わ
れ
た
オ
モ
ロ
で
あ
る
。
第
一
節
か
ら
第
五
節
ま
で
は
、
聞
得
大
君
が
「
さ
し
ふ
」
に
正
し
く
降
り
、

儀
礼
の
吉
日
が
取
ら
れ
、
国
王
の
「
御
言
」
が
示
さ
れ
、
聞
得
大
君
、
神
女
た
ち
が
祈
っ
て
「
君
手
摩
り
」
が
始
ま
る

ま
で
の
経
過
が
謡
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
開
始
さ
れ
た
「
君
手
摩
り
」
の
な
か
で
、「
又 

あ
ま
こ 

合

わ
ち
へ　

拝
ま　

御
顔 
合
わ
ち
へ　

手
摩
ら
（
顔
を
合
わ
せ
て
拝
も
う　

顔
を
合
わ
せ
て
祈
ろ
う
）」
と
い
う
こ
と
が

謡
わ
れ
て
い
る
。「
あ
ま
こ
」
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
「
聞
書
」（
原
注
）
に
「
目
と
目
と
見
合
す
事
な
り
」（
第

二
一
—
一
八
）
と
あ
り
、
従
来
、「
目
」
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
池
宮
正
治
は
「
あ
ま
こ
」
が
「
み
か
お
う
（
御

顔
）」
と
対
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
土
古
語
で
素
顔
を
意
味
す
る
「
あ
ま
が
ほ
（
尼
顔
）」
と
関
わ
る
「
顔
」

を
指
す
語
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
お
り
（
池
宮　

二
〇
〇
四
：
二
八
）、
本
稿
で
も
こ
の
考
え
方
に
し
た
が
っ
て
、「
あ

ま
こ　

合
わ
ち
へ
」
を
「
顔
を
合
わ
せ
て
」
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
表
現
で
「
顔
を
合
わ
せ
て
」
と
謡
わ
れ
る
の
は
、
聞
得
大
君
と
国
王
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
顔
を
合
わ
せ
」

る
と
は
、
池
宮
正
治
に
よ
る
と
、
聞
得
大
君
が
「
祭
儀
の
な
か
で
王
に
対
面
し
て
祝
福
す
る
所
作
」（
池
宮　

二
〇
〇
四
：
二
八
）
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
聞
得
大
君
と
国
王
と
が
対
面
し
、
顔
を
合
わ
せ
る
な
か
で
、

「
拝
ま
・
手
摩
ら
」
と
、
祈
願
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
謡
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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同
様
の
表
現
は
嘉
靖
二
十
八
年
（
一
五
四
九
）
の
詞
書
き
が
付
さ
れ
る
第
一
二
—
八
一
（
七
三
二
）
に
も
出
て
い

る
。

一
二—
八
一
（
七
三
二
）

一　

聞き
こ

得ゑ

大
君ぎ

み

ぎ
や　

お
ぼ
つ
せ
ぢ　

降お

ろ
ち
へ

　
　

〔
按あ

司ぢ

襲お
そ

い
よ
見み

守ま
ぶ

て　

君き
み

々ぎ
み

や　

お
ぼ
つ
よ
り
帰か

ゑ

ら
〕

又　

鳴と

響よ

む
精せ

高だ
か

子こ

が　

か
ぐ
ら
せ
ぢ　

降お

ろ
ち
へ

又　

聞き
こ

ゑ
按あ

ん

司じ

襲
い
や　

君き
み

よ　

誇ほ
こ

り
よ
わ
ち
へ

又　

鳴と

響よ

む
王わ

う

に
せ
か　

神か
み

こ
の
み
し
よ
わ
ち
へ

又　

よ
か
七な

ん

日か

遊あ
す

で　

あ
ま
こ
合あ

わ
ち
へ
か
ら
は

又　

吉ゑ

日か

七な
ん

日か

遊あ
す

で　

御み
き
や
う顔　

合あ

わ
ち
へ
か
ら
は

又　

君き
み

々ぎ
み

む
誇ほ

こ

て　

見み

物も
ん

遊あ
す

び
珍め

づ

ら
し
や

冒
頭
で
聞
得
大
君
が
天
上
世
界
の
お
ぼ
つ
・
か
ぐ
ら
の
霊
力
（「
セ
ヂ
」）
を
降
ろ
す
こ
と
が
謡
わ
れ
る
。
反
復
部
で

は
、
神
女
た
ち
は
国
王
を
見
守
る
た
め
に
天
上
世
界
か
ら
こ
の
世
界
に
帰
ろ
う
と
謡
わ
れ
る
。
国
王
は
神
女
の
現
世
へ
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の
出
現
を
喜
び
、
神
女
の
招
請
、
儀
礼
の
実
施
を
計
画
し
、
儀
礼
の
実
施
に
至
る
段
と
な
っ
て
、
第
五
・
六
節
目
で

「
又 

よ
か
七
日
遊
で　

あ
ま
こ
合
わ
ち
へ
か
ら
は　

又 

吉
日
七
日
遊
で　

御
顔　

合
わ
ち
へ
か
ら
は
」
と
謡
わ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
第
一
二
—
四
四
（
六
九
五
）
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
儀
礼
の
準
備
か
ら
開
始
、
実
施
へ
の
流
れ

を
叙
述
す
る
な
か
で
、「
あ
ま
こ
・
御
顔
」
を
「
合
わ
ち
へ
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
実
施
さ
れ
る
儀
礼
で
成
す
べ

き
こ
と
、
至
る
べ
き
状
態
、
あ
る
い
は
成
さ
れ
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、「
君
手
摩
り
」
を

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
聞
得
大
君
と
国
王
が
顔
を
向
き
合
わ
せ
、
身
心
と
も
に
対
面
す
る
こ
と
が
、
儀
礼
の
核
心
と

し
て
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
が
儀
礼
の
遂
行
を
象
徴
す
る
表
現
と
し
て
、
こ
の
「
後
段
」
に
謡
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。

萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
の
詞
書
き
が
付
さ
れ
る
次
の
第
一
二
—
八
六
（
七
三
七
）
で
は
、
神
女
同
士
が
「
十
声
」

「
ゑ
り
ち
よ
」
と
呼
ば
れ
る
「
聖
な
る
声
、
言
葉
」（
島
村　

二
〇
一
〇
：
三
一
三
）
を
「
遣
り
交
わ
す
」
こ
と
が
謡
わ

れ
て
い
る
。

一
二
―
八
六
（
七
三
七
）

一　

聞き
こ

ゑ
差さ

す

笠か
さ

が　

末す
へ　

尋と

め
て　

降お

れ
わ
ち
へ

　
　

〔
き
ら
の
数か

ず　

按あ

司ぢ

襲お
そ

い　

守ま
ぶ

ら
〕
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又　

鳴と

響よ

む
大
君き

み

ぎ
や　

真ま

末せ　

願ね
が

て　

降お

れ
わ
ち
へ

又　

聞き
こ

得ゑ

大
君ぎ

み

ぢ
よ　

十と

声こ
ゑ　

遣や

り
〔
交か

わ
ち
へ
〕（

9
（

又　

鳴と

響よ

む
精せ

高だ
か

子こ

と　

ゑ
り
ち
よ　

遣や

り
交か

わ
ち
へ

又　

按あ

司ぢ

襲お
そ

い
と　

十と

百も
ゝ

末す
へ　

君き
み

相ふ

応さ

て　

ち
よ
わ
れ

こ
の
オ
モ
ロ
で
は
、
最
初
に
「
差
笠
」
の
霊
格
が
「
末
裔
（「
末
」）」
と
な
る
身
体
（
神
女
）
を
探
し
て
降
り
て
き

て
、
現
世
に
顕
現
す
る
と
謡
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
次
に
そ
の
「
差
笠
」
が
、
聞
得
大
君
と
「
十
声
・
ゑ
り
ち
よ
」
を

「
遣
り
交
わ
」
す
こ
と
が
謡
わ
れ
る
。「
十
声
・
ゑ
り
ち
よ
」
を
「
遣
り
交
わ
」
す
と
い
う
「
聖
な
る
声
の
交
感
」
は
、

「
神
女
の
霊
的
な
力
を
充
溢
さ
せ
る
」
も
の
で
あ
り
、
霊
的
な
力
の
充
溢
に
よ
っ
て
、
神
女
は
国
王
（
按
司
襲
い
）
を

守
護
す
る
力
を
一
層
持
つ
こ
と
に
な
る
と
、
島
村
幸
一
は
述
べ
る
（
島
村　

二
〇
一
〇
：
三
一
三
）。

す
な
わ
ち
、「
君
手
摩
り
」
儀
礼
に
際
し
て
神
女
が
こ
の
世
に
現
わ
れ
、
現
わ
れ
た
神
女
た
ち
は
聖
な
る
声
・
言
葉

を
遣
り
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
霊
力
を
充
溢
さ
せ
た
う
え
で
、
国
王
を
守
護
す
る
こ
と
が
謡
わ
れ
て
い
る
。
声
を
遣
り

交
わ
す
神
女
を
謡
う
表
現
も
、
先
の
オ
モ
ロ
で
の
「
顔
を
向
き
合
わ
せ
る
」
表
現
と
と
も
に
、
神
女
の
「
対
面
」
の
表

現
と
し
て
捉
え
た
い
。
神
女
同
士
が
対
面
し
て
聖
な
る
言
葉
を
遣
り
交
わ
す
こ
と
は
、
神
女
が
国
王
と
顔
を
向
き
合
わ

せ
る
こ
と
と
と
も
に
、「
前
段
」
で
の
準
備
を
経
て
実
施
さ
れ
る
「
後
段
」
の
儀
礼
の
重
要
な
場
面
と
し
て
、
謡
わ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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な
お
、
本
オ
モ
ロ
の
ほ
か
に
、
第
一
二
の
巻
で
は
第
一
二
—
七
三
（
七
二
四
）
に
お
い
て
も
、「
首
里
大
君
」
に
つ

い
て
「
聞
得
大
君
と　

十
声　

遣
り
交
わ
ち
へ
／
鳴
響
む
精
高
子
と　

ゑ
り
ち
よ　

遣
り
交
わ
ち
へ
」
と
謡
わ
れ
て
い

る
。
第
一
二
—
八
六
（
七
三
七
）
や
第
一
二
—
七
三
（
七
二
四
）
の
オ
モ
ロ
で
は
、「
差
笠
」「
首
里
大
君
」
と
い
う
次

位
の
神
女
が
、
最
高
位
の
神
女
で
あ
る
聞
得
大
君
と
「
十
声
・
ゑ
り
ち
よ
」
を
「
遣
り
交
わ
」
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
霊

力
を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
島
村　

二
〇
一
〇
：
三
一
四
）。
そ
れ
で
は
、
聞
得
大
君
自
身
は
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
と
、
聞
得
大
君
は
「
て
る
か
は
／
て
る
し
の
」
と
呼
ば
れ
る
太
陽
神
と
「
十
声
・
ゑ
り
ち
よ
」
を
「
遣
り
交
わ
」

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
霊
力
を
充
溢
さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
（
島
村　

二
〇
一
〇
：
三
一
四
）。
聞
得
大
君
と
「
て
る
か
は

／
て
る
し
の
」
の
「
十
声
・
ゑ
り
ち
よ
」
の
「
遣
り
交
わ
」
し
は
、
第
一
二
の
巻
で
は
謡
わ
れ
ず
、
第
七
の
巻
な
ど
で

謡
わ
れ
る
（
澤
井　

二
〇
二
二
）。
つ
ま
り
、
聞
得
大
君
が
次
位
の
神
女
に
霊
力
を
授
け
る
こ
と
が
核
心
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
「
君
手
摩
り
」
の
儀
礼
と
は
異
な
る
位
相
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
儀
礼
的
な
場
に
お
い
て
、
聞
得
大
君
自

身
が
太
陽
神
「
て
る
か
は
／
て
る
し
の
」
と
対
面
し
、
霊
力
を
充
溢
さ
せ
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
う
し
た
場
の
一
つ
は
、

国
王
と
聞
得
大
君
の
久
高
行
幸
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
澤
井　

二
〇
二
二
：
六
二
～
六
五
）。

以
上
、「
君
手
摩
り
」
儀
礼
の
「
後
段
」
で
は
、
儀
礼
の
核
心
を
描
写
す
る
表
現
と
し
て
の
、
神
女
と
国
王
、
ま
た

神
女
同
士
の
「
対
面
」
の
表
現
を
、
儀
礼
を
準
備
す
る
「
前
段
」
の
オ
モ
ロ
の
表
現
に
対
し
て
特
色
深
い
も
の
と
し
て

指
摘
で
き
る
。
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五　

表
現
の
共
存
—
第
七
「
は
ひ
の
お
も
ろ
御
さ
う
し
」
の
オ
モ
ロ

前
節
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
の
詞
書
き
が
か
か
る
オ
モ
ロ
に
は
、
同
年
同
月
に
数
日
を

置
い
て
行
な
わ
れ
る
「
前
段
」
と
「
後
段
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
モ
ロ
に
、
各
段
の
特
色
を
表
わ
す
固
有
の
表
現
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
段
で
は
儀
礼
の
準
備
を
叙
述
す
る
表
現
、
後
段
で
は
儀
礼
の
核
心
部
分
と
考
え
ら
れ
る
「
対

面
」
の
表
現
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
の
オ
モ
ロ
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
中
の
「
詞
書
き
」
が
付
さ
れ
な
い
様
々
な
オ
モ
ロ
の
な
か

に
は
、「
君
手
摩
り
」
儀
礼
の
「
前
段
」
と
「
後
段
」
で
は
区
別
さ
れ
て
い
た
表
現
が
、
一
首
の
な
か
に
共
に
謡
わ
れ

て
共
存
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
「
前
段
」
と
「
後
段
」
の
表
現
を
あ
わ
せ
持
つ
オ
モ
ロ
は
、
こ
れ
も
第
一

節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
七
の
「
は
ひ
の
お
も
ろ
御
さ
う
し
」
の
巻
に
多
い
。

前
節
の
最
後
に
、「
て
る
か
は
」
と
聞
得
大
君
の
「
十
声
・
ゑ
り
ち
よ
」
の
「
遣
り
交
わ
」
し
を
謡
う
オ
モ
ロ
が
第

七
の
巻
に
入
る
こ
と
に
ふ
れ
た
が
、
こ
れ
も
実
は
「
君
手
摩
り
」
の
オ
モ
ロ
の
語
法
か
ら
見
る
と
異
例
で
あ
る
。「
君

手
摩
り
」
の
詞
書
き
の
日
付
け
を
指
標
と
す
る
と
、「
て
る
か
は
」
は
一
例
を
除
い
て
「
前
段
」
に
出
る
言
葉
で
あ
り
、

「
後
段
」
に
特
色
深
い
「
対
面
」
表
現
と
し
て
の
「
十
声
」
の
「
遣
り
交
わ
」
し
の
表
現
と
は
、
段
を
異
に
す
る
表
現

で
あ
る
と
言
え
る
。「
君
手
摩
り
」
の
オ
モ
ロ
に
お
い
て
は
区
別
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
二
つ
の
表
現
が
、
第
七
—
三

（
三
四
七
）
に
お
い
て
は
共
に
出
て
、
共
存
し
て
い
る
（
一 

聞
得
大
君
ぎ
や　

や
ゝ
の　

き
く
嶽
に　

上
て　

お
わ
ち
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へ　

さ
り
よ
く　

〔
て
だ　

て
る
か
は
と　

十
声　

遣
り
交
わ
ち
へ　

首
里
杜　

ち
よ
わ
る　

吾
が　

貴
み
加
那
志　

守
て　

守
り
よ
わ
れ
〕
又 

鳴
響
む
精
高
子
が
）。
こ
の
よ
う
に
第
七
の
巻
に
は
、「
君
手
摩
り
」
の
オ
モ
ロ
で
は
前

段
・
後
段
で
区
別
さ
れ
て
い
た
言
葉
が
一
つ
の
オ
モ
ロ
に
一
緒
に
出
る
例
が
多
い
。

こ
れ
は
「
君
手
摩
り
」
の
詞
書
き
か
ら
抽
出
し
た
指
標
に
よ
っ
て
オ
モ
ロ
を
見
る
場
合
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

第
七
の
巻
に
お
さ
め
ら
れ
る
オ
モ
ロ
は
様
々
な
観
点
か
ら
「
複
合
性
」
を
も
つ
こ
と
が
、
島
村
幸
一
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
島
村　

二
〇
一
五
：
一
八
五
・
二
〇
二
〇
：
七
四
）。
た
と
え
ば
第
七
—
二
（
三
四
六
）
で
は
聞
得
大
君
と

国
王
が
「
パ
ラ
レ
ル
な
か
た
ち
」（
島
村　

二
〇
一
五
：
一
八
五
）
で
謡
わ
れ
る
。
ま
た
第
七
—
五
（
三
四
九
）
は
琉

球
の
夏
と
冬
の
二
つ
の
季
節
が
謡
わ
れ
る
点
で
、「
数
種
の
オ
モ
ロ
が
接
合
さ
れ
て
で
き
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
オ

モ
ロ
」（
島
村　

二
〇
二
〇
：
七
四
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
面
か
ら
表
現
の
「
複
合
性
」「
複
数
性
」

を
内
包
す
る
オ
モ
ロ
を
多
く
収
め
る
第
七
の
巻
の
特
質
の
な
か
で
、「
君
手
摩
り
」
の
「
前
段
」
と
「
後
段
」
の
表
現

を
あ
わ
せ
持
つ
オ
モ
ロ
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

七
―
一
九
（
三
六
三
）　

い
べ
の
い
の
り
が
節ふ

し

一　

聞き
こ

得ゑ

大
君ぎ

み

ぎ
や　

末す
へ　

尋と

め
て　

降お

れ
わ
ち
へ

　
　

〔
成な

さ
い
子き

よ

思も

い
按あ

ん

司じ

襲お
そ

い　

御み
き
や
う顔　

合あ

わ
ち
へ　

お
も
か
し
や
ど　

実げ

に　

あ
る
〕
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又　

鳴と

響よ

む
精せ

高だ
か

子こ

が　

真ま

末せ　

尋と

め
て　

降お

れ
わ
ち
へ

又　

成な

さ
い
子き

よ

思も

い
按あ

司ぢ

襲お
そ

い　

百ひ
ゃ
く
さ歳　

成な

る
ぎ
や
め
む　

面お
も

変か

わ
り　

し
よ
わ
る
な

又　

吾あ

が
か
い
撫な

で
按あ

ん

司じ

襲お
そ

い　

百も
も

年と　

成な

る
ぎ
や
め
む　

な
わ
変か

わ
り　

し
よ
わ
る
な

又　

年と
し　

三
年と

せ　

成な

る
ぎ
や
め　

き
ら
直な

お

さ　

取と

る
ぎ
や
め　

見み

物も
ん

遊あ
す

び　

間ま

遠と
う

さ

又　

年と
し　

四
年と

せ　

成な

る
ぎ
や
め　

吉ゑ

日か

直な
お

さ　

取と

る
ぎ
や
め　

国く
に

鳴と

響よ

み　

間ま

遠と
う

さ

又　

お
ぼ
つ
君き

み

々〳
〵

や　

大
君き

み

は　

祈い
の

て　

首し
よ

里り

杜も
り　

降お

れ
欲ぼ

し
や

又　

か
ぐ
ら
神か

み

々〳
〵

や　

精せ

高だ
か

子こ

は　

宣の

立だ

て　

真ま

玉だ
ま

杜も
り　

降お

れ
欲ぼ

し
や

又　

園そ
の

比ひ

屋や

武ぶ　

金か
な

比ひ

屋や

武ぶ

は　

杜も
り

ぐ
す
く　

げ
ら
へ
て　

あ
ま
れ
子こ

の　

そ
こ
ら
し
や

こ
の
オ
モ
ロ
の
反
復
部
で
謡
わ
れ
る
「
成
さ
い
子
思
い
按
司
襲
い　

御
顔　

合
わ
ち
へ
」
の
部
分
は
、「
君
手
摩
り
」

の
オ
モ
ロ
で
あ
れ
ば
「
後
段
」
の
「
対
面
」
の
表
現
に
あ
た
る
。
一
方
、
第
五
・
六
節
の
「
又 

年　

三
年　

成
る
ぎ
や

め　

き
ら
直
さ　

取
る
ぎ
や
め　

見
物
遊
び　

間
遠
さ　

又 

年　

四
年　

成
る
ぎ
や
め　

吉
日
直
さ　

取
る
ぎ
や
め　

国
鳴
響
み　

間
遠
さ
」
は
、
神
遊
び
が
し
ば
ら
く
の
間
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
待
ち
遠
し
い
こ
と
を
謡
う
、
儀
礼
準
備
に

向
け
た
「
前
段
」
に
特
色
深
い
表
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
君
手
摩
り
」
で
あ
れ
ば
「
前
段
」「
後
段
」
で
別
々
に

出
る
よ
う
な
こ
れ
ら
の
表
現
が
、
第
七
—
一
九
（
三
六
三
）
の
な
か
に
共
に
出
て
い
る
。
し
か
も
「
対
面
」
の
表
現
が

各
節
で
反
復
部
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
七
—
一
九
（
三
六
三
）
の
オ
モ
ロ
に
お
い
て
、「
儀
礼
準
備
」
と
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「
対
面
」
の
二
種
類
の
表
現
の
対
比
を
際
立
た
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

こ
の
オ
モ
ロ
で
は
、
ま
ず
第
一
・
二
節
で
聞
得
大
君
が
現
世
に
降
り
て
く
る
こ
と
が
謡
わ
れ
る
。
次
の
対
句
の
う
ち
、

第
四
節
の
「
な
わ
変
わ
り
」
は
意
味
が
取
り
難
い
が
、
第
三
節
で
は
国
王
に
向
け
て
、
百
歳
に
な
る
ま
で
も
面
変
わ
り

せ
ず
、
若
々
し
く
い
て
ほ
し
い
と
謡
わ
れ
る
。
続
く
第
五
・
六
節
で
、
神
遊
び
が
こ
こ
し
ば
ら
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い

の
で
待
ち
遠
し
い
と
謡
わ
れ
る
。
第
七
・
八
節
は
、
天
上
の
お
ぼ
つ
・
か
ぐ
ら
の
神
々
が
、
聞
得
大
君
の
祈
り
に
よ
っ

て
、
首
里
杜
・
真
玉
杜
に
降
り
た
が
っ
て
い
る
と
謡
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
首
里
城
の
祭
場
を
つ
く
り

整
え
る
こ
と
と
、
そ
こ
に
降
り
て
く
る
方
の
喜
ば
し
さ
が
謡
わ
れ
る
（
外
間　

二
〇
〇
四
：
二
五
二
～
二
五
三
）。

第
七
・
八
節
の
「
降
れ
欲
し
や
（
降
り
た
い
）」
で
「
お
ぼ
つ
」
の
神
々
が
こ
れ
か
ら
首
里
杜
・
真
玉
杜
に
「
降
り
た

い
」
と
い
う
願
い
を
謡
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
こ
の
オ
モ
ロ
は
儀
礼
の
最
中
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
儀
礼
の
事
前
に
謡

わ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
最
終
節
も
、
こ
れ
か
ら
行
な
う
儀
礼
で
降
臨
す
る
こ
と

に
な
る
神
霊
の
喜
ば
し
さ
を
前
提
と
し
て
、
首
里
城
内
の
祭
場
を
整
え
る
こ
と
を
謡
う
よ
う
に
み
え
る
。
本
オ
モ
ロ

は
、「
君
手
摩
り
」
の
儀
礼
の
「
前
段
」
よ
り
も
さ
ら
に
前
の
段
階
の
儀
礼
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
「
君
手
摩
り
」
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
儀
礼
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
オ
モ
ロ
の
テ
キ
ス
ト
の
み
を
手
が
か
り
と
し
て
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
オ
モ
ロ
は
「
君
手
摩
り
」
の
オ
モ
ロ
と
は
異
な
る
方
法
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
「
君
手
摩
り
」
で
は
「
前
段
」
と
「
後
段
」
で
区
別
さ
れ
て
い
る
表
現
が
一
首
の
う
ち
に
一
緒
に
出
て
い
る
。

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
確
か
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
表
現
の
あ
り
方
を
出
発
点
と
し
て
、



291 『おもろさうし』における神女の招請と対面

本
オ
モ
ロ
の
背
景
を
探
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
、
本
オ
モ
ロ
の
一
首
前
の
第
七
—
一
八
（
三
六
二
）
で
は
、
第
七
—
三
（
三
四
七
）
と
同
様
に
「
聞
得
大
君
」

が
「
て
だ　

て
る
か
は
」
と
「
十
声
」
を
「
遣
り
交
わ
」
す
こ
と
が
謡
わ
れ
て
い
る
。
第
七
—
一
八
（
三
六
二
）
を
含

め
、
第
七
—
一
六
（
三
六
〇
）
か
ら
第
七
—
二
四
（
三
六
八
）
に
か
け
て
「
て
る
か
は
」
が
さ
か
ん
に
謡
わ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
関
連
性
を
も
つ
オ
モ
ロ
と
し
て
排
列
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
第
七
の
巻
と
第
一
二
の
巻
に
お
け

る
「
て
る
か
は
」
の
謡
い
方
、
位
置
づ
け
の
違
い
も
含
め
、
今
後
検
討
を
進
め
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
付
さ
れ
る
「
詞
書
き
」
を
手
が
か
り
に
、「
君
手
摩
り
の
百
果
報
事
」
の
儀
礼
の

「
前
段
」
と
「
後
段
」
の
オ
モ
ロ
に
そ
れ
ぞ
れ
「
儀
礼
準
備
」
と
「
対
面
」
を
謡
う
固
有
の
表
現
が
含
ま
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
う
え
で
、
詞
書
き
の
付
さ
れ
な
い
オ
モ
ロ
に
は
、
一
つ
の
オ
モ
ロ
の
な
か
に
「
儀
礼
準
備
」
と
「
対
面
」
の

表
現
を
あ
わ
せ
も
つ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
第
七
の
巻
に
入
る
オ
モ
ロ
を
例
に
指
摘
し
た
。『
お
も
ろ
さ
う
し
』
全

二
二
巻
に
は
多
様
な
オ
モ
ロ
が
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
モ
ロ
が
謡
わ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
不
明
な
こ
と
は
多
い

が
、
本
稿
で
着
目
し
た
「
詞
書
き
」
の
日
付
け
ご
と
の
オ
モ
ロ
の
表
現
上
の
区
別
を
一
つ
の
指
標
と
す
る
と
、
前
段
の

「
儀
礼
準
備
」、
後
段
の
「
対
面
」
の
表
現
を
目
安
に
し
て
、「
君
手
摩
り
」
の
「
詞
書
き
」
が
付
さ
れ
た
オ
モ
ロ
に
類
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す
る
オ
モ
ロ
を
指
摘
し
得
る
可
能
性
が
あ
る
と
と
も
に
、
前
段
と
後
段
の
表
現
の
一
首
に
お
け
る
共
存
を
目
安
に
し

て
、「
君
手
摩
り
」
の
「
詞
書
き
」
が
付
さ
れ
た
オ
モ
ロ
と
は
何
ら
か
の
点
で
異
な
る
背
景
を
も
つ
オ
モ
ロ
を
指
摘
し

得
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
君
手
摩
り
」
の
「
前
段
」
と
「
後
段
」
の
表
現
を
あ
わ
せ
も
つ
オ
モ
ロ
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
第
七
の
巻
の
ほ

か
に
も
あ
り
、
た
と
え
ば
第
三
—
二
五
（
一
一
二
）
に
は
「
君
手
摩
り
」
で
あ
れ
ば
「
前
段
」
の
み
に
出
る
「
い
け
な

君
・
な
り
き
よ
君
」
と
、「
後
段
」
に
特
色
深
い
「
対
面
」
の
表
現
と
し
て
の
「
又 

按
司
襲
い
と
行
き
合
て　

あ
ま
こ

合
わ
ち
へ　

遊
で　

又 
王
に
せ
と
行
き
合
て　

御
顔　

合
わ
ち
へ　

遊
で
」
が
共
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
オ
モ
ロ

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
引
き
続
き
、
多
様
な
オ
モ
ロ
を
捉
え
る
指
標
を
検
討
し
な
が
ら

考
察
を
続
け
た
い
。

ま
た
、「
君
手
摩
り
」
の
後
段
に
お
い
て
儀
礼
の
核
心
を
象
徴
的
に
謡
う
と
考
え
ら
れ
る
対
面
の
表
現
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
オ
モ
ロ
の
ほ
か
ミ
セ
セ
ル
や
オ
タ
カ
ベ
に
も
対
象
を
広
げ
て
検
討
を
進
め
た
い
。
た
と
え
ば
「
一
〇
三　

お
こ

と
あ
は
ち
へ　

一
〇
四　

真
こ
と
あ
は
ち
へ
」（
外
間
・
玉
城
編
一
九
八
〇
：
二
二
〔「
伊
瀬
名
浜
に
て
の
み
せ
ゝ
る
」

『
女
官
御
双
紙
』〕）、「
六
二　

と
ご
ゑ　

六
三　

ゑ
り
ぢ
よ　

あ
わ
ち
へ
」（
外
間
・
玉
城
編
一
九
八
〇
：
四
七
〔「
右

同
時
〔
大
雨
乞
之
時
〕
比
屋
定
村
志
村
の
お
ひ
や
家
お
へ
い
幷
ま
ん
せ
た
う
と
ま
り
ニ
而
御
た
か
へ
言
」『
久
米
仲
里

旧
記
』〕）
な
ど
の
ミ
セ
セ
ル
や
オ
タ
カ
ベ
に
お
け
る
「
対
面
」
の
表
現
は
、
歌
謡
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
と

意
味
合
い
を
有
す
る
の
か
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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【
注
】

（
1
）
た
だ
し
第
一
一
、一
四
、一
七
、二
二
の
巻
に
は
編
纂
年
の
記
載
が
無
い
。

（
2
）
詞
書
き
の
本
文
は
『
定
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』（
外
間
・
波
照
間　

二
〇
〇
二
）
所
収
の
『
尚
家
本 

お
も
ろ
さ
う
し
』
の
影

印
、『
校
本 

お
も
ろ
さ
う
し
』（
仲
原
・
外
間　

一
九
六
五
）
所
収
の
仲
吉
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
影
印
に
よ
り
、『
お
も
ろ

さ
う
し　

日
本
思
想
大
系
18
』（
外
間
・
西
郷
校
注　

一
九
七
二
：
二
四
九
）
及
び
嘉
手
苅
（
一
九
八
八
：
二
七
六
）
を
参
照

し
て
濁
点
を
付
し
漢
字
を
充
て
た
。『
お
も
ろ
さ
う
し
』
内
の
オ
モ
ロ
の
歌
番
号
は
、「
巻
番
号
―
巻
内
の
通
し
番
号
（
全
巻
の

通
し
番
号
）」
と
し
て
提
示
す
る
。

（
3
）
た
だ
し
『
女
官
御
双
紙
』
で
は
「
首
里
大
君
」
と
「
勢
能
君
」（
せ
の
き
み
、「
精
ん
君
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
）
の
間
に

「
う
わ
も
り
」「
き
み
と
よ
み
」「
う
し
か
け
」
の
三
神
女
が
記
載
さ
れ
る
（
神
道
大
系
編
纂
会
編
一
九
八
二
：
八
八
～
九
一
）。

（
4
）
同
表
を
修
正
し
た
表
2
「「
君
手
摩
り
」
儀
礼
「
前
段
」「
後
段
」
の
オ
モ
ロ
の
表
現
」
を
、
本
稿
の
末
尾
に
掲
げ
て
い
る
。

（
5
）『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
本
文
は
『
定
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』（
外
間
・
波
照
間　

二
〇
〇
二
）
所
収
の
『
尚
家
本 

お
も
ろ
さ
う

し
』
の
影
印
に
よ
っ
て
記
し
、『
校
本 

お
も
ろ
さ
う
し
』（
仲
原
・
外
間　

一
九
六
五
）
所
収
の
仲
吉
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』

の
影
印
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
上
）（
下
）（
外
間
校
注　

二
〇
〇
〇
）、『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
島
村　

二
〇
一
二
）
を
参
照
し

て
、
濁
点
を
付
し
漢
字
を
充
て
た
。
各
節
で
繰
り
返
さ
れ
る
反
復
部
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
は
〔　

〕
を
付
し
た
。
一
二
—

四
三
（
六
九
四
）
の
オ
モ
ロ
本
文
の
下
段
に
は
、
池
宮
（
二
〇
〇
八
：
三
九
～
四
〇
）、
島
村
（
二
〇
一
二
：
六
二
～
六
四
）

を
参
照
し
て
試
み
に
訳
を
付
し
た
。
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（
6
）『
校
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』
頭
注
に
「
前
句
「
お
き
や
つ
め
」
に
よ
り
「
や
」
を
補
う
」（
仲
原
・
外
間　

一
九
六
五
：

四
二
七
）
と
あ
り
、
こ
れ
が
『
定
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』（
外
間
・
波
照
間　

二
〇
〇
二
：
四
〇
七
）
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
も
「
お
き
や
つ
め
」
と
し
て
「
や
」
を
補
う
。

（
7
）
例
外
と
し
て
、
第
六
—
四
三
（
三
三
三
）
の
君
加
那
志
の
オ
モ
ロ
に
「
い
け
な
君
」
が
出
る
例
が
あ
る
。
な
お
、
小
山
和
行

は
、
第
六
—
四
四
（
三
三
四
）
が
第
一
二
—
八
三
（
七
三
四
）
と
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、
第
六
—
四
三
（
三
三
三
）
と
次
の
第

六
—
四
四
（
三
三
四
）
の
連
続
す
る
二
首
の
オ
モ
ロ
は
、
嘉
靖
二
八
年
（
一
五
四
九
）
の
尚
清
王
代
の
二
度
目
の
「
君
手
摩
り

の
百
果
報
事
」
で
謡
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
（
小
山　

一
九
九
二
：
三
五
〇
）。
第
六
—
四
三
（
三
三
三
）

の
オ
モ
ロ
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
王
府
の
高
級
神
女
と
し
て
の
君
加
那
志
だ
け
で
な
く
、
首
里
三
平
等
の
「
ノ
ロ
」
で
あ
る

「
首
里
杜
親
の
ろ
」「
金
杜
の
親
の
ろ
」「
西
杜
の
親
の
ろ
」
も
謡
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ノ
ロ
を
謡
い
こ
む
オ
モ
ロ

は
、
第
一
二
の
「
い
ろ
い
ろ
の
遊
び
お
も
ろ
御
双
紙
」
中
の
君
手
摩
り
の
詞
書
き
が
つ
く
オ
モ
ロ
に
は
無
い
。
詞
書
き
が
付
さ

れ
る
オ
モ
ロ
は
あ
く
ま
で
も
王
府
の
高
級
神
女
の
「
君
」
の
オ
モ
ロ
に
限
定
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
、
今
後
注
意
し
て
い
き
た

い
。

（
8
）
筆
者
は
前
稿
ま
で
、
国
王
と
神
女
が
向
き
合
っ
て
顔
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
や
、
神
女
同
士
が
向
き
合
っ
て
聖
な
る
言
葉
を
取
り

交
わ
す
こ
と
に
つ
い
て
、「
対
峙
」
と
い
う
語
で
説
明
を
行
な
っ
て
き
た
が
（
澤
井　

二
〇
二
〇
・
二
〇
二
一
・
二
〇
二
二
）、

「
対
峙
」
に
は
対
立
す
る
も
の
同
士
の
に
ら
み
合
い
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
（
松
村
ほ
か
編　

一
九
九
三
：
七
七
二
）。
オ
モ

ロ
に
謡
わ
れ
る
国
王
と
神
女
、
ま
た
神
女
同
士
が
向
き
合
う
状
態
に
つ
い
て
は
、
対
立
や
敵
対
の
間
柄
の
者
同
士
の
対
面
を
言
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う
「
対
峙
」
よ
り
も
、
単
に
「
対
面
」
と
言
っ
た
ほ
う
が
良
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
本
稿
で
は
「
対
面
」
の
語
を
用
い

る
。

（
9
）『
校
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』
頭
注
に
「
尚
本
（
尚
家
本
、
引
用
者
注
）、
仲
本
（
仲
吉
本
、
引
用
者
注
）
と
も
に
、「
か
わ
ち
へ
」

を
欠
く
が
伊
本
（
伊
波
本
、
引
用
者
注
）
お
よ
び
次
行
の
対
句
を
参
照
し
、
四
字
を
補
う
」（
仲
原
・
外
間
編　

一
九
六
五
：

四
五
三
）
と
あ
り
、
こ
れ
が
『
定
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』（
外
間
・
波
照
間　

二
〇
〇
二
：
四
三
二
）
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
も
「
か
わ
ち
へ
」
を
補
う
。

（
10
）
第
七
—
一
九
（
三
六
三
）
の
オ
モ
ロ
に
お
い
て
、
連
続
部
で
「
儀
礼
準
備
」
が
謡
わ
れ
、
反
復
部
で
神
女
と
国
王
の
「
対
面
」

が
繰
り
返
し
謡
わ
れ
る
こ
と
に
関
し
、「
君
手
摩
り
」
の
オ
モ
ロ
で
は
区
別
さ
れ
て
い
た
二
種
類
の
表
現
が
一
首
の
オ
モ
ロ
の

な
か
に
対
比
的
に
、
両
者
が
際
立
つ
か
た
ち
で
共
に
謡
い
こ
ま
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
七

月
九
日
の
「
オ
モ
ロ
研
究
会
」
に
て
島
村
幸
一
氏
か
ら
ご
指
摘
頂
い
た
。

【
参
考
文
献
】

池
宮
正
治　

二
〇
〇
四
「
お
も
ろ
の
表
現
：
適
合
調
和
す
る
讃
歌
」『
日
本
東
洋
文
化
論
集
』（
10
）、
一
～
三
五
頁

 

二
〇
〇
八
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
見
る
神
女
祭
祀
―
「
き
み
て
ず
り
の
も
も
が
ほ
う
ご
と
」
神
事
を
中
心
に
―
」『
神
戸
女
子

大
学　

古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
創
刊
号
、
三
七
～
四
七
頁
、
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー

伊
波
普
猷　

一
九
七
五
「
琉
球
史
上
に
於
け
る
武
力
と
魔
術
と
の
考
察
」（「
琉
球
古
今
記
」）『
伊
波
普
猷
全
集　

第
七
巻
』
八
五
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～
一
六
八
頁
、
平
凡
社

伊
從
勉　

二
〇
一
一
「
古
琉
球
の
首
里
城
神
女
祭
祀
と
聖
域
の
盛
衰
」『
建
築
史
学
』
五
六
、二
～
四
六
頁

嘉
手
苅
千
鶴
子　

一
九
八
八
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
神
女
考
―
詞
書
き
を
も
つ
お
も
ろ
よ
り
み
た
―
」『
沖
縄
文
化
研
究
』

一
四
、二
六
七
～
三
二
八
頁
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所

国
立
国
語
研
究
所
編　

二
〇
〇
一
『
沖
縄
語
辞
典
』
財
務
省
印
刷
局

小
島
瓔
禮　

二
〇
〇
〇
「
首
里
城
―
王
権
を
讃
え
る
神
々
」
谷
川
健
一
編
『
日
本
の
神
々
―
神
社
と
聖
地　

第
十
三
巻　

南
西
諸

島
』
一
三
三
～
一
六
七
頁
、
白
水
社

小
山
和
行　

一
九
九
二
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
み
る
オ
ボ
ツ
神
女
集
団
：
「
さ
し
ふ
」
・
「
成
り
子
」
を
中
心
に
」『
沖
縄
文
化

研
究
』
一
九
、三
一
三
～
三
五
五
頁
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所

澤
井
真
代　

二
〇
二
〇
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
「
つ
ゝ
」
―
対
峙
す
る
力
―
」『
口
承
文
芸
研
究
』
四
三
、七
三
～
八
六
頁

 

二
〇
二
一
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
「
声
」
―
「
詞
書
き
」
か
ら
捉
え
る
祭
儀
の
段
階
―
」『
口
承
文
芸
研
究
』
四
四
、一
六
四
～

一
七
五
頁

 

二
〇
二
二　

「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
第
七
「
は
ひ
の
お
も
ろ
御
さ
う
し
」
の
特
質
―「
君
手
摩
り
」
の
オ
モ
ロ
と
の
比
較
か
ら
―
」

『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
五
九
、五
三
～
七
三
頁

島
村
幸
一　

二
〇
一
〇
『『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
琉
球
文
学
』
笠
間
書
院

…

二
〇
一
二
『
お
も
ろ
さ
う
し　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選　

0
5
6
』
笠
間
書
院
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二
〇
一
五
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
選
詳
解
Ⅱ
」『
立
正
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
三
一
、一
六
一
～
二
一
三
頁

 
二
〇
二
〇
「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
選
詳
解
Ⅶ
」『
立
正
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
三
六
、五
三
～
一
〇
五
頁

神
道
大
系
編
纂
会
編　

一
九
八
二
『
神
道
大
系　

神
社
編
五
十
二　

沖
縄
』
小
島
瓔
禮
校
註
、
神
道
大
系
編
纂
会

仲
原
善
忠　

一
九
五
七
『
お
も
ろ
新
釈
』
琉
球
文
教
図
書

仲
原
善
忠
・
外
間
守
善
編　

一
九
六
五
『
校
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』
角
川
書
店

 

一
九
六
七
『
お
も
ろ
さ
う
し
辞
典
・
総
索
引
』
角
川
書
店

平
敷
令
治　

一
九
八
三
「
き
み
て
づ
り
の
も
も
か
ほ
う
ご
と
」
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
編
『
沖
縄
大
百
科
事
典　

上
巻
』

八
六
三
～
四
頁
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

外
間
守
善
校
注　

二
〇
〇
〇
『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
下
）
岩
波
書
店

 

　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
四
『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
上
）
岩
波
書
店

外
間
守
善
・
西
郷
信
綱
校
注　

一
九
七
二
『
お
も
ろ
さ
う
し　

日
本
思
想
大
系
18
』
岩
波
書
店

外
間
守
善
・
玉
城
政
美
編　

一
九
八
〇
『
南
島
歌
謡
大
成　

Ⅰ
沖
縄
篇　

上
』
角
川
書
店

外
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
編　

二
〇
〇
二
『
定
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』
角
川
書
店

松
村
明
・
山
口
明
穂
・
和
田
利
政
編　

一
九
九
三
『
旺
文
社　

国
語
辞
典　

［
第
八
版
］』
旺
文
社

横
山
重
編　

一
九
七
二
『
琉
球
史
料
叢
書　

第
四
巻
』
東
京
美
術
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表
2
　
「
君
手
擦
り
」
儀
礼
「
前
段
」「
後
段
」
の
オ
モ
ロ
の
表
現

巻
番
号
―
巻
内
の
通
し
番
号

（
全
巻
の
通
し
番
号
）
詞
書
き

の
日
付
・
時
刻

「
前
段
」【「
前
段
」
の
み
に
出
る
言
葉
に
網
掛
け
を
付
し
て
い
る
】

一
二
―
四
三
（
六
九
四
）

嘉
靖
廿
四
年
（
一
五
四
五
）

八
月
十
九
日

　

寅
の
時
（
午
前
四
時
）

一　

聞
得
大
君
ぎ
や　

末
選
び
や
り　

降
れ
わ
ち
へ

　
　
〔
按
司
襲
い
し
ゆ　

君
ぎ
や
せ
ぢ　

持
ち
よ
わ
れ
〕

又　

鳴
響
む
精
高
子
が　

真
末
願
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

い
け
な
君　

揃
へ
て　

成
り
子
神　

集
へ
て

又　

 

年　

八
年　

成
る
ぎ
や
め　

お
ぼ
つ
嶽　

お
き
や
つ
め

又　

 

吉
日　

八
年　

成
る
ぎ
や
め　

か
ぐ
ら
嶽　

お
き（
や
）つ
め

又　

按
司
襲
い
が
御
言　

君
手
擦
り　

間
遠
さ

又　

王
に
せ
が
御
言　

見
物
遊
び　

間
遠
さ

又　

大
こ
ろ
達　

揃
へ
て　

守
り
合
へ
子
達　

集
へ
て

又　

君
い
き
よ
い　

こ
の
め　

主
使
い　

こ
の
め

又　

使
い
て
　ゝ

よ
知
ら
れ　

御
言
て
　ゝ

よ
知
ら
れ

又　

赤
口
が　

結
い
付
き　

お
ぼ
つ
嶽　

鳴
響
で

又　

按
司
襲
い
が
御
言　

大
君
に
撓
て

一
二
―
八
二
（
七
三
三
）

嘉
靖
廿
八
年
（
一
五
四
九
）

十
月
十
三
日

　

午
の
時
（
正
午
）

一　

 

聞
ゑ
君
加
那
志　

さ
し
ふ　

降
れ
変
わ
て　

首
里
杜　

降
れ
わ
ち
へ

　
　

 〔
成
さ
い
子
思
い
し
よ　

君
相
応
て　

ち
よ
わ
れ
〕

又　

 

鳴
響
む
君
加
那
志　

む
つ
き　

降
れ
直
ち
へ　

真
玉
杜　

降
れ
わ
ち
へ

又　

 

成
さ
い
子
思
い
按
司
襲
い　

見
守
て
す　

降
れ
た
れ

又　

 

吾
か
か
い
撫
で
按
司
襲
い　

か
い
撫
で
ゝ
す　

降
れ
た
れ

又　

 

て
る
か
は
は　

宣
立
て
　ゝ

末
尋
め
て　

降
れ
わ
ち
へ
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又　

 

て
る
し
の
は　

宣
立
て
　ゝ

真
末
尋
め
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

 

成
さ
い
子
思
い
按
司
襲
い　

首
里
杜
ち
よ
わ
ち
へ　

大
君
に　

撓
わ

一
二
―
八
三
（
七
三
四
）

（
嘉
靖
廿
八
年
（
一
五
四
九
）

十
月
十
三
日

　

午
の
時
（
正
午
））

一　

 

聞
ゑ
君
加
那
志　

い
け
な　

成
り
変
わ
て　

首
里
杜
降
れ
わ
ち
へ

　
　
〔
成
さ
い
子
思
い
に　

島
が
命　

み
お
や
せ
〕

又　

 

鳴
響
む
君
加
那
志　

成
り
子　

降
れ
変
わ
ち
へ　

真
玉
杜
降
れ
わ
ち
へ

又　

さ
し
ふ
五
こ
ろ
に　

末
尋
め
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

む
つ
き
五
こ
ろ
に　

見
守
て
す　

降
れ
た
れ

又　

 

成
さ
い
子
思
い
按
司
襲
い　

お
よ
り
と
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

 

吾
が
か
い
撫
で
按
司
襲
い　

見
守
て
す　

降
れ
た
れ

又　
 

て
る
か
は
が　

御
差
し
し
ゆ　

此
き
ら
に　

降
れ
わ
ち
へ

一
二
―
八
四
（
七
三
五
）

萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）

十
月
十
五
日

　

時
刻
の
記
載
無

一　

聞
得
大
君
ぎ
や　

末
選
び
や
り　

降
れ
わ
ち
へ

　
　
〔
按
司
襲
い
し
ゆ　

君
誇
て　

ち
よ
わ
れ
〕

又　

鳴
響
む
精
高
子
が　

真
末
願
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

い
け
な
君　

依
り
降
ろ
ち
へ

又　

成
り
子
君　

憑
き
降
ろ
ち
へ

又　

君
々
む　

誇
て

又　

神
々
む　

誇
て

又　

 

吾
が
守
る　

按
司
襲
い　

天
が
下　

糸
か
け
て　

ち
よ
わ
れ

一
二
―
八
五
（
七
三
六
）

（
萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）

十
月
十
五
日
）

一　

聞
へ
煽
り
や
へ
や　

せ
ぢ
勝
て　

降
れ
わ
ち
へ

　
　
〔
世
も
つ
せ
ぢ　

按
司
襲
い
に
み
お
や
せ
〕

又　

鳴
響
む
国
守
り
や　

気　

添
わ
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

 

さ
し
ふ
直
さ　

取
り
よ
わ
ち
へ　

お
ぼ
つ
嶽　

お
き
つ
め

又　

 

き
ら
直
さ　

取
り
よ
わ
ち
へ　

か
ぐ
ら
嶽　

お
き
つ
め

又　

 

君
手
擦
り　

珍
ら
し
や　

せ
ぢ
勝
て　

降
れ
わ
ち
へ
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又　

 

見
物
遊
び　

珍
ら
し
や　

せ
ぢ
勝
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

 

按
司
襲
い
や　

今
か
ら
ど　

せ
ぢ
勝
て　

ち
よ
わ
や

一
二
―
八
八
（
七
三
九
）

萬
暦
十
五
年
（
一
五
八
七
）
年

十
月
十
八
日

　

申
が
時
（
午
後
四
時
）

一　

聞
ゑ
精
ん
君
ぎ
や　

成
り
子　

降
れ
相
応
て

　
　

 〔
成
さ
い
子
思
い
王
に
せ　

せ
ぢ
勝
て　

ち
よ
わ
れ
〕

又　

鳴
響
む
君
鳴
響
み
が　

い
け
な　

降
れ
直
ち
へ

又　

見
物
内
の
真
庭
に　

遊
で
直
ち
へ
か
ら
は

又　

か
わ
る
め
の
真
庭
に　

誇
て
直
ち
へ
か
ら
は

又　

さ
し
ふ
五
こ
ろ
に　

降
れ
直
ち
へ
か
ら
は

又　

む
つ
き
七
こ
ろ
に　

見
守
て
す
降
れ
た
れ

又　

 

首
里
杜
ち
よ
わ
る　

吾
が
成
さ
い
子
王
に
せ　

末
長
く　

せ
ぢ
勝
て　

ち
よ
わ
れ

一
二
―
八
九
（
七
四
〇
）

萬
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）

十
月
十
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
）

一　

聞
得
大
君
ぎ
や　

さ
し
ふ　

降
れ
直
ち
へ

　
　

 〔
按
司
襲
い
し
よ　

十
百
末　

す
へ
勝
て　

ち
よ
わ
れ
〕

又　

鳴
響
む
精
高
子
が　

む
つ
き　

降
れ
相
応
て

又　

い
け
な
君　

集
へ
て　

成
り
子　

揃
へ
て

又　

按
司
襲
い
ぎ
や　

御
言　

王
に
せ
が　

御
言

又　

 

年　

八
年　

成
る
ぎ
や
め　

吉
日　

八
年　

成
る
ぎ
や
め

又　

君
手
擦
り　

間
遠
さ　

見
物
遊
び　

間
遠
さ

又　

大
こ
ろ
達　

集
へ
て　

も
り
や
へ
子
達　

揃
へ
て

又　

 

君
い
き
よ
い　

実
に　

有
れ　

神
使
い　

だ
に　

有
れ

又　

赤
口
が　

結
い
付
き　

て
だ
神
達　

鳴
響
で

又　

て
る
か
は
む　

誇
て　

い
ち
ろ
子
む　

誇
て
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一
二
―
九
〇
（
七
四
一
）

（
萬
暦
三
十
五
年
（一六
〇
七
）

十
月
十
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
））

一　

大
君
ぎ
や　

守
る　

て
だ
が
末
按
司
襲
い

　
　
〔
天
ぎ
や
下　

す
へ
勝
て　

ち
よ
わ
れ
〕

又　

精
高
子
が　

見
守
ろ　

末
勝
る
王
に
せ

又　

御
肝
内
の
御
さ
う
ぜ
や　

明
け
と
ま
に　

譬
へ
て

又　

 

あ
よ
が
内
の
御
さ
う
ぜ
や　

明
け
立
ち
に　

譬
へ
て

又　

 

君
ぎ
や
世
ね
ん　

げ
ら
へ
て　

主
ぎ
や
世
ね
ん　

げ
ら
へ
て

又　

雲
子
橋　

掛
け
わ
ち
へ　

見
物
橋　

掛
け
わ
ち
へ

又　

 

浦
添
に　

ち
よ
わ
ち
へ　

世
の
頂
に　

ち
よ
わ（
ち
）へ

又　

 

威
部
の
祈
り　

召
し
よ
わ
ち
へ　

司
祈
り　

召
し
よ
わ
ち
へ

又　
 

司
数　

誇
り
よ
わ
ち
へ　

あ
ぬ
し
数　

誇
り
よ
わ
ち
へ

又　
 

て
る
か
は
む　

誇
り
よ
わ
ち
へ　

い
ち
ろ
こ
む　

誇
り
よ
わ
ち
へ

一
二
―
九
一
（
七
四
二
）

（
萬
暦
三
十
五
年
（一六
〇
七
）

十
月
十
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
））

一　

聞
こ
ゑ
煽
り
や
へ
や　

君
ぎ
や
末　

降
れ
わ
ち
へ

　
　

 〔
按
司
襲
い
に　

お
ぼ
つ
鳴
響
む　

君
ぎ
や
せ
ぢ　

み
お
や
せ
〕

又　

鳴
響
む
国
守
り
や　

真
末
願
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

て
だ
が
末
按
司
襲
い　

末
勝
る
王
に
せ

又　

 

お
ぼ
つ
せ
ぢ　

有
ら
ぎ
や
め　

君
ぎ
や
せ
ぢ　

有
ら
ぎ
や
め

又　

天
ぎ
や
下　

襲
て　

首
里
杜　

相
応
よ
わ

「
後
段
」【「
後
段
」
の
み
に
出
る
言
葉
に
網
掛
け
を
付
し
て
い
る
】

一
二
―
四
四
（
六
九
五
）

嘉
靖
廿
四
年
（
一
五
四
五
）

八
月
二
十
五
日

　

午
の
時
（
正
午
）

一　

聞
得
大
君
ぎ
や　

鳴
響
む
精
高
子
が

　
　
〔
さ
し
ふ　

降
れ
直
ち
へ
〕

又　

 

お
ぼ
つ
吉
日　

取
り
よ
わ
ち
へ　

大
島
き
ら　

直
ち
へ

又　

 

か
ぐ
ら
吉
日　

取
り
よ
わ
ち
へ　

た
き
よ
り
き
ら　

直
ち
へ

又　

按
司
襲
い
が
御
言　

王
に
せ
が
御
言

又　

大
き
み
は
宣
立
て
　ゝ

君
々
は
宣
立
て
ゝ



302

又　

 

あ
ま
こ 

合
わ
ち
へ　

拝
ま　

御
顔 

合
わ
ち
へ　

手
擦
ら

又　

赤
口
か　

結
い
付
こ　

せ
ら
ち
へ
ん
に　

鳴
響
で

又　

げ
ら
へ
大
こ
ろ
達　

按
司
襲
い
に　

よ
知
ら
れ

又　

君
々
も
誇
て　

主
々
も
誇
て

一
二
―
八
一
（
七
三
二
）

嘉
靖
廿
八
年
（
一
五
四
九
）

十
月
二
十
一
日

　

時
刻
の
記
載
無

一　

聞
得
大
君
ぎ
や　

お
ぼ
つ
せ
ぢ　

降
ろ
ち
へ

　
　

 〔
按
司
襲
い
よ
見
守
て　

君
々
や　

お
ぼ
つ
よ
り
帰
ら
〕

又　

鳴
響
む
精
高
子
が　

か
ぐ
ら
せ
ぢ　

降
ろ
ち
へ

又　

聞
ゑ
按
司
襲
い
や　

君
よ　

誇
り
よ
わ
ち
へ

又　

鳴
響
む
王
に
せ
が　

神
こ
の
み
し
よ
わ
ち
へ

又　

よ
か
七
日
遊
で　

あ
ま
こ
合
わ
ち
へ
か
ら
は

又　

吉
日
七
日
遊
で　

御
顔
合
わ
ち
へ
か
ら
は

又　

君
々
む
誇
て　

見
物
遊
び
珍
ら
し
や

一
二
―
八
六
（
七
三
七
）

萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）

十
月
十
九
日

　

時
刻
の
記
載
無

一　

聞
ゑ
差
笠
が　

末　

尋
め
て　

降
れ
わ
ち
へ

　
　
〔
き
ら
の
数　

按
司
襲
い　

守
ら
〕

又　

鳴
響
む
大
君
ぎ
や　

真
末　

願
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

聞
得
大
君
ぢ
よ　

十
声　

遣
り
（
交
わ
ち
へ
）

又　

鳴
響
む
精
高
子
と　

ゑ
り
ち
よ　

遣
り
交
わ
ち
へ

又　

按
司
襲
い
と　

十
百
末　

君
相
応
て　

ち
よ
わ
れ

一
二
―
八
七
（
七
三
八
）

（
萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）

十
月
十
九
日
）

又　

首
里
大
君
ぎ
や　

さ
し
ふ
選
で　

降
れ
わ
ち
へ

　
　
〔
嶋
が
命　

按
司
襲
い
に
み
お
や
せ
〕

又　

鳴
響
む
国
襲
い
ぎ
や　

さ
し
ふ　

降
れ
直
ち
へ

又　

 

お
ぼ
つ
吉
日　

取
り
よ
わ
ち
へ　

首
里
杜　

降
れ
わ
ち
へ

又　

か
ぐ
ら
き
ら　

直
ち
へ　

真
玉
杜　

降
れ
わ
ち
へ

又　

 

今
か
ら
ど　

按
司
襲
い
や　

雲
子
色　

照
り
や
揚
が
て
ち
よ
わ
る
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一
二
―
九
二
（
七
四
三
）

萬
暦
三
十
五
年
（
一六
〇
七
）

十
月
十
五
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
）

一　

聞
ゑ
差
笠
が　

さ
し
ふ　

降
れ
変
わ
て

　
　

 〔
十
百
年
の　

世
添
う
せ
ぢ　

按
司
襲
い
に
み
お
や
せ
〕

又　

鳴
響
む
差
笠
が　

む
つ
き　

降
れ
直
ち
へ

又　

 

け
お
の
内
は　

押
し
開
け
て　

首
里
杜　

降
れ
わ
ち
へ

又　

 

も
ぢ
ろ
内
は　
つ
き
開
け
て　

真
玉
杜　

降
れ
わ
ち
へ

又　

按
司
襲
い
よ　

誇
て　

貴
み
子
よ　

誇
て

一
二
―
九
三
（
七
四
四
）

（
萬
暦
三
十
五
年
（一六
〇
七
）

十
月
十
五
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
））

一　

首
里
大
君
ぎ
や　

首
里
杜　

降
れ
わ
ち
へ

　
　
〔
按
司
襲
い
し
よ　

せ
ぢ
勝
て　

ち
よ
わ
れ
〕

又　

鳴
響
む
国
襲
い
ぎ
や　

真
玉
杜　

降
れ
わ
ち
へ

又　

按
司
襲
い
ぎ
や　

お
よ
り　

王
に
せ
が　

お
よ
り

又　
 

き
ら
の
数　

降
れ
わ
ち
へ　

吉
日
の
数　

降
れ
わ
ち
へ

又　

降
れ
ら
数　

見
守
ら　

遊
ば
数　

見
守
ら

一
二
―
九
四
（
七
四
五
）

（
萬
暦
三
十
五
年
（一六
〇
七
）

十
月
十
五
日

　

丑
の
時
（
午
前
二
時
））

一　

 
聞
ゑ
精
ん
君
ぎ
や　

末　

尋
ま
い
て　

降（
れ
）わ
ち
へ

　
　
〔
按
司
襲
い
に　

島
が
命　

み
お
や
せ
〕

又　

 

鳴
響
む
君
鳴
響
み
ぎ
や　

真
末　

願
て　

降
れ
わ
ち
へ

又　

あ
ま
み
や
か
ら　

す
へ
の
君
や
れ
は

又　

し
ね
り
や
か
ら　

相
手
君
や
れ
は

又　

さ
し
ふ
五
こ
ろ
に　

見
守
て
す　

降
れ
た
れ

又　

む
つ
き
七
こ
ろ
に　

か
い
撫
で
ゝ
す　

降
れ
た
れ

又　

 

大
君
ぎ
や　

御
さ
う
ぜ　

て
る
か
は
　ゝ

宣
立
て
ゝ

※ 「
前
段
」
に
八
例
中
六
例
が
出
る
「
御
言
」、
三
例
中
二
例
が
出
る
「
大
こ
ろ
達
」、
五
例
中
四
例
が
出
る
「
て
る
か
は
」、
四
例
中
三
例
が
出
る
「
見
物
遊
び
」
に
は
囲
み
線
を
付
し
て
い

る
。
表
中
、
括
弧
に
括
っ
た
日
付
の
付
さ
れ
る
オ
モ
ロ
は
、
当
該
オ
モ
ロ
に
詞
書
き
の
記
載
は
無
い
も
の
の
、
連
続
す
る
オ
モ
ロ
に
一
つ
の
詞
書
き
が
か
か
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

オ
モ
ロ
の
各
節
で
繰
り
返
さ
れ
る
反
復
部
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
〔　

〕
で
括
っ
て
示
し
て
い
る
。

　

 

一
二
―
四
三
（
六
九
四
）
第
五
節
、
一
二
―
八
六
（
七
三
七
）
第
三
節
、
一
二
―
九
〇
（
七
四
一
）
第
七
節
で
は
、『
定
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』
と
同
様
の
見
解
の
も
と
に
尚
家
本
の
欠
字
を

補
っ
た
箇
所
を
（　

）
に
括
っ
て
示
し
て
い
る
。


